
資料４－１　別紙

令和2年度　運営内容を確認するための基準チェックシート/評価シート                                                                                                       

南郷地区

大聖寺なでしこの家 きょうまち なんごうえがお 山代すみれの家 ききょうが丘

令和3年3月31日 令和3年3月15日 令和3年4月7日 令和3年3月18日 令和3年2月10日

・ブランチは実施要項に示す職員を0.5人以上配置している（相談・会議・社
会資源の把握等の業務に対して通年平均1日3時間の業務の実施） はい はい はい はい はい

・定められた記録（提出物）を期日までに提出している はい いいえ はい はい はい

・職員の研修履歴を記録し、今後の研修計画に役立てている はい はい はい はい はい

・市主催の研修に、参加している はい はい はい はい はい
・事業所内での事例検討や業務に対する課題の抽出など職員と内部研修等の
機会を設けている はい はい はい はい はい

・夜間・休日、緊急時を含めて24時間365日の対応ができるようにしている
（連絡網の整備含む） はい はい はい はい はい

・苦情受付担当者・責任者・第3者委員を利用者にわかるように表示している はい はい はい はい はい
・苦情対応マニュアルやリスクマネジメントの内容を全職員が理解し、適切
に運用している はい はい はい はい はい

・利用者に関する記録の適切な保管が定めている はい はい はい はい はい

・関係機関への情報提供として、利用者の同意を確認している はい はい はい はい はい

・利用者のプライバシーを確保できる相談面接室を設置している はい はい はい はい はい

・ブランチ連絡会に参加している はい はい はい はい はい
・地域ケア会議を開催するにあたり事前に開催目的を検討し、目的に沿って
地域関係者の参加を呼び掛けている はい いいえ はい はい はい
・基幹型（地区担当職員）と協働して、見えてきた地域の課題をまとめてい
る はい いいえ はい はい はい

・総合相談の実件数が、75歳以上の高齢者数の1割程度ある（基幹型・ブラン
チあわせて） はい はい はい はい はい

・総合相談実件数のうちブランチ訪問実件数が、50％程度（同行含む）ある はい はい はい はい はい

・総合相談延件数のうち訪問延件数が、30％以上 はい はい はい はい はい

・直接、ブランチへの相談件数が開始時より増加している はい はい はい はい はい

・訪問実人数のうち軒下マップ作成が70％以上 はい（137件） いいえ（59件） いいえ（39件） はい（98件） はい（126件）
・ブランチ及び地域のかかわりのみで支援の継続が難しい場合は他機関につ
なぐ支援を行っている はい はい はい はい はい

・基本チェックリストハイリスク者に対し、介護予防の必要性や生活改善の
見通しについて説明している はい はい はい はい はい
・介護予防（認知症含む）の必要性等の啓発普及にも取り組んでいる（1回以
上） はい はい はい はい はい

・地域包括支援センターブランチの看板やチラシが分かりやすく表示、設置
されている。 はい はい はい はい はい
・民生委員や地域の関係団体等に対してチラシ等を作成し、ブランチの所在
や役割等を広報している。 はい いいえ はい はい はい
・地域資源（サロン・サークル・老人会等）の地域活動の場面や拠点に出向
き顔の見える関係づくりに取り組んでいる はい いいえ はい はい はい
・ブランチ及び地域福祉コーディネート業務として取り組んだ内容や実績報
告を地域住民に公表し意見をもらっている。（運営推進会議含む） はい はい はい はい はい

・職員一人ひとりが、準公的機関としての認識を持ち公正・中立性に留意し
て業務に携わっている はい はい はい はい はい
・公益的な機関として特定の事業者等に不当に偏った活動にならないよう紹
介もふくめて事業運営をおこなっている。 はい はい はい はい はい

大聖寺地区 山代地区
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地区・記入日
　チェック項目

１．職員の適正配置

２．必要書類の作成と確実な提出

９．介護予防

10．地域への広報及び社会資源の把握と支援

11．中立・公正性の確保

３．専門性の確保

４．緊急時の体制整備

５．苦情解決体制の整備

６．個人情報の保護

７．ネットワークの構築

８．総合相談

ブランチ
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令和2年度　運営内容を確認するための基準チェックシート/評価シート                                                                                                       

・ブランチは実施要項に示す職員を0.5人以上配置している（相談・会議・社
会資源の把握等の業務に対して通年平均1日3時間の業務の実施）

・定められた記録（提出物）を期日までに提出している

・職員の研修履歴を記録し、今後の研修計画に役立てている

・市主催の研修に、参加している

・事業所内での事例検討や業務に対する課題の抽出など職員と内部研修等の
機会を設けている

・夜間・休日、緊急時を含めて24時間365日の対応ができるようにしている
（連絡網の整備含む）

・苦情受付担当者・責任者・第3者委員を利用者にわかるように表示している

・苦情対応マニュアルやリスクマネジメントの内容を全職員が理解し、適切
に運用している

・利用者に関する記録の適切な保管が定めている

・関係機関への情報提供として、利用者の同意を確認している

・利用者のプライバシーを確保できる相談面接室を設置している

・ブランチ連絡会に参加している

・地域ケア会議を開催するにあたり事前に開催目的を検討し、目的に沿って
地域関係者の参加を呼び掛けている

・基幹型（地区担当職員）と協働して、見えてきた地域の課題をまとめてい
る

・総合相談の実件数が、75歳以上の高齢者数の1割程度ある（基幹型・ブラン
チあわせて）

・総合相談実件数のうちブランチ訪問実件数が、50％程度（同行含む）ある

・総合相談延件数のうち訪問延件数が、30％以上

・直接、ブランチへの相談件数が開始時より増加している

・訪問実人数のうち軒下マップ作成が70％以上

・ブランチ及び地域のかかわりのみで支援の継続が難しい場合は他機関につ
なぐ支援を行っている

・基本チェックリストハイリスク者に対し、介護予防の必要性や生活改善の
見通しについて説明している

・介護予防（認知症含む）の必要性等の啓発普及にも取り組んでいる（1回以
上）

・地域包括支援センターブランチの看板やチラシが分かりやすく表示、設置
されている。

・民生委員や地域の関係団体等に対してチラシ等を作成し、ブランチの所在
や役割等を広報している。

・地域資源（サロン・サークル・老人会等）の地域活動の場面や拠点に出向
き顔の見える関係づくりに取り組んでいる

・ブランチ及び地域福祉コーディネート業務として取り組んだ内容や実績報
告を地域住民に公表し意見をもらっている。（運営推進会議含む）

・職員一人ひとりが、準公的機関としての認識を持ち公正・中立性に留意し
て業務に携わっている

・公益的な機関として特定の事業者等に不当に偏った活動にならないよう紹
介もふくめて事業運営をおこなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地区・記入日
　チェック項目

１．職員の適正配置

２．必要書類の作成と確実な提出

９．介護予防

10．地域への広報及び社会資源の把握と支援

11．中立・公正性の確保

３．専門性の確保

４．緊急時の体制整備

５．苦情解決体制の整備

６．個人情報の保護

７．ネットワークの構築

８．総合相談

ブランチ

庄地区 勅使・東谷口地区 片山津地区 金明地区 橋立地区

いらっせ庄 ちょくし いらっせ湖城 きんめい はしたて

令和3年3月25日 令和3年3月23日 令和3年3月31日 令和3年4月20日 令和3年3月31日

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

開催なし はい いいえ はい はい

はい はい いいえ はい はい

はい いいえ はい はい はい

いいえ はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい いいえ はい はい はい

はい（40件） いいえ（13件） はい（144件） はい（40件） はい（77件）

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい
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令和2年度　運営内容を確認するための基準チェックシート/評価シート                                                                                                       

・ブランチは実施要項に示す職員を0.5人以上配置している（相談・会議・社
会資源の把握等の業務に対して通年平均1日3時間の業務の実施）

・定められた記録（提出物）を期日までに提出している

・職員の研修履歴を記録し、今後の研修計画に役立てている

・市主催の研修に、参加している

・事業所内での事例検討や業務に対する課題の抽出など職員と内部研修等の
機会を設けている

・夜間・休日、緊急時を含めて24時間365日の対応ができるようにしている
（連絡網の整備含む）

・苦情受付担当者・責任者・第3者委員を利用者にわかるように表示している

・苦情対応マニュアルやリスクマネジメントの内容を全職員が理解し、適切
に運用している

・利用者に関する記録の適切な保管が定めている

・関係機関への情報提供として、利用者の同意を確認している

・利用者のプライバシーを確保できる相談面接室を設置している

・ブランチ連絡会に参加している

・地域ケア会議を開催するにあたり事前に開催目的を検討し、目的に沿って
地域関係者の参加を呼び掛けている

・基幹型（地区担当職員）と協働して、見えてきた地域の課題をまとめてい
る

・総合相談の実件数が、75歳以上の高齢者数の1割程度ある（基幹型・ブラン
チあわせて）

・総合相談実件数のうちブランチ訪問実件数が、50％程度（同行含む）ある

・総合相談延件数のうち訪問延件数が、30％以上

・直接、ブランチへの相談件数が開始時より増加している

・訪問実人数のうち軒下マップ作成が70％以上

・ブランチ及び地域のかかわりのみで支援の継続が難しい場合は他機関につ
なぐ支援を行っている

・基本チェックリストハイリスク者に対し、介護予防の必要性や生活改善の
見通しについて説明している

・介護予防（認知症含む）の必要性等の啓発普及にも取り組んでいる（1回以
上）

・地域包括支援センターブランチの看板やチラシが分かりやすく表示、設置
されている。

・民生委員や地域の関係団体等に対してチラシ等を作成し、ブランチの所在
や役割等を広報している。

・地域資源（サロン・サークル・老人会等）の地域活動の場面や拠点に出向
き顔の見える関係づくりに取り組んでいる

・ブランチ及び地域福祉コーディネート業務として取り組んだ内容や実績報
告を地域住民に公表し意見をもらっている。（運営推進会議含む）

・職員一人ひとりが、準公的機関としての認識を持ち公正・中立性に留意し
て業務に携わっている

・公益的な機関として特定の事業者等に不当に偏った活動にならないよう紹
介もふくめて事業運営をおこなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地区・記入日
　チェック項目

１．職員の適正配置

２．必要書類の作成と確実な提出

９．介護予防

10．地域への広報及び社会資源の把握と支援

11．中立・公正性の確保

３．専門性の確保

４．緊急時の体制整備

５．苦情解決体制の整備

６．個人情報の保護

７．ネットワークの構築

８．総合相談

ブランチ
参考資料

山中地区

動橋ひまわりの家 いらっせ分校 いらっせ松が丘 さくみ お茶の間さろん

令和3年3月26日 令和3年3月30日 令和3年4月20日 令和3年2月1日 令和3年3月23日

はい はい はい はい はい

いいえ はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい 開催なし いいえ はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい（67件） はい（54件） はい（47件） はい（100件） はい（122件）

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい はい

作見地区動橋地区
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1

2

3

10月

・相談が民生委員の方や地域住民の
方、または医療機関からの時は、訪
問時の健康状態や生活状況について
は今後もタイムリーに報告してい
く。
・ブランチと相談者がお互いに情報
を共有しながら連携を密にして関係
を築く。またそのつながりを軒下
マップに記入し、その軒下マップの
情報を事業所内のミーティングで共
有していく。

平成27年10月

前回の改善計画に対する取り組み・経緯
項　目 前回の改善計画

・仕合せ交流会の周知や参加を促し
ていくために地域の方と共に積極的
に広報していく。
・相談業務で不明なことがあれば必
ず確認し、迅速に対応していく。
・知り得た知識や新しい情報は職員
間で共有しブランチミーティングで
も意見交換しながらスキルアップを
図る。

地域包括ケアシステムの
構築方針

区域ごとのニーズに応じ
て重点的に行うべき業務
の方針

介護事業者・医療機関・
民生委員・ボランティア
等の関係者とのネット
ワーク（地域社会との連
携及び専門職との連携）
構築の方針

・仕合せ交流会はコロナウィルス感
染防止のため休止中
・基本チェックリストの電話・訪問
は職員間で分担しながら順調にすす
めている。不明な点があれば、事業
所内で相談・確認を行い、一人で抱
え込まないようにしている。
・10月からブランチミーティングを
再開し、現状の報告と新規の相談に
携わる職員を増やしスキルアップを
図っていく。

・座談会で地域の課題を検討することは良
いと思う。コロナ禍なので、今できること
を工夫しながら進めて行けると良い。協力
できることは行っていく。

・民生委員の集いや、仕合わせ座談
会、交流会運営推進会議では地域の
方々の意見を聞きながら地域の課題
である男性の出場所が少ないこと
や、男性が集いや様々なイベントに
参加が少ないことに対して一緒に取
り組んでいく。
・同じように男性参加者が減少して
いる高齢者学級の人から直接意見を
いただき一緒に考える機会を作る。

・コロナ禍で仕合せ交流会は出来な
かったが、地域課題や今後の活動につ
いて、きょうまちと意見交換を行っ
た。
・相談件数は前年度390件、今年度640
件となり、身近な相談窓口になってい
る。複合的な相談も増加しており、関
係機関と連携している。
・ブランチミーティングでは事例を紹
介し、知識や対応を学んでいる。職員
間で全相談を一読したらサインをして
いる。どの職員に相談があっても対応
できるよう情報共有を行っている。

・コロナウィルス感染防止のため、
イベントは中止している。
・各サークルの予防活動を開催した
が、9割以上が女性であり、男性の
参加は少ないことから、男性の出場
所の必要性を感じている。今後の取
り組みとして、まずはメロウ加賀、
きょうまち、なでしことで検討し、
住民の方々と交流できる様に取り組
む。

・きょうまちと仕合せ交流会を途切れ
させないように座談会だけでも継続し
ていくこととなった。
・職員間で軒下マップの情報を共有で
きているが途切れたところのアプロー
チができていない。
・ブランチが知り得た社会資源は年々
増えているため面談等、職員が話の内
容をキャッチしやすくなった。
・大聖寺地区は独居や高齢世帯、子が
県外居住の方が多い。コロナ禍で県外
にいる子が帰省できず、親の状態が心
配・不安であるという相談が増加し
た。遠方のご家族が安心出来るように
声掛けや説明を心掛けた。

・退院後の生活状況や健康状態につい
て病院と話合い、ご本人の病気や不安
に寄り添いながら検討することが出来
た。相談者から「横の繋がりが出来て
いることに驚いた、ありがとう」と
言っていただけた。民生委員さんとも
連携し、退院後も引き続きお願いしま
すとお伝えした。
居宅ケアマネジャーやデイサービス等
の介護事業者との新しい出会いも増え
ている。
・「わたしの暮らし手帳」を普及して
いくため、地域の方々とケアパス検討
し、広報活動を行った。

・認知症ケアパスに参加し、ボラン
ティアの方々との関係構築に努め
た。
・民生委員や地域住民の方から直接
の相談が増えており、タイムリーに
連絡・報告することを心掛けてい
る。
・相談業務では、精神面・金銭面・
家族間の問題等複雑な事例が増えて
おり、軒下マップでの社会資源から
確認を行い、連携を図っている。

令和2年度　加賀市ブランチ評価　統括表

目指す姿

ブランチ名

施設管理者

事業責任者

ブランチ設置年月

慈豊会の理念「和顔愛語」のもと、大聖寺地区こころまちセンターとしてブランチ・コーディネーターの役割を
しっかり自覚して身近な相談窓口としての事業所をめざす。
地域住民から気軽に相談できる事業所、信頼できる事業所でありたい。
助け合い支え合うことの重要性、繋がりの輪の大切さを広めて住みやすい町づくりを目指す。

大聖寺地区こころまちセンター　大聖寺なでしこの家

北村　洋子

森山　悠莉乃

意　見

①職員が地域住民との交流を持てるよう
に元気はつらつ塾は新規利用者が利用す
る際に出向く。地域おたっしゃサークル
は行ったことのない職員が年度内に1度
は出向き関係の構築を図る。
②相談者本人や家族に安心して頂けるよ
うに分かりやすい説明や声掛けをしてい
く。

①相談を受けた後に、本人の了解を得て
相談者について、ブランチ職員と民生委
員や医療機関、ボランティア等、関係機
関と情報共有をしながら密に連携を図っ
ていく。
②ケースごとに相談者に関わる多職種と
連携し、お互いに情報共有していき社会
資源を一つでも多く把握していく。まず
はキャンナスの活動内容確認していく。
知り得た情報は事業所の軒下マップに追
加していく。

・入院された時等、ブランチが把握してい
る情報を民生委員にも伝えてほしい。情報
共有がしたい。
・個人情報等、問題になることも知ってい
るが、地域で支えるというのなら情報共有
が必要と感じる。そのようなことも座談会
で検討していきたい。
・居宅ケアマネージャーから、「困ったと
きはキャンナスに相談する」との情報を得
る。

・コロナ禍であり、地域おたっしゃサーク
ルの代表はサークル活動の継続に不安があ
る。
・地域おたっしゃサークルによっては参加
人数が多く、会場の人数制限のため活動が
再開できていない。
・大聖寺は子が県外に在住の方が多く、コ
ロナ禍のためなかなか会うことが出来ず状
態が変化していないか心配している。

今回の改善計画

①コロナウィルス感染状況を確認しなが
ら「しあわせ座談会」の活動を進めてい
く。
②ブランチの新規相談に訪問することが
出来る職員を年度内で1人増やす。その
ために同行訪問をしていく。
③毎月1回ブランチミーティングを開催
し、各職員のスキルアップを図る。不明
な点、疑問点はその都度相談し解決して
いく。

3月

5



10月

前回の改善計画に対する取り組み・経緯
項　目 前回の改善計画 意　見 今回の改善計画

3月

4

5

・地域おたっしゃサークル以外にも
個人での習い事が多い地域なので、
習い事についても積極的に皆さんに
お聞きして、資源マップに追加して
いく。その上で介護予防に繋げられ
るように提案していく。

・個人の趣味や習い事をお聞きして
軒下マップに記入はしているが、資
源マップに追加出来ていないのが現
状である。職員全員で資源マップに
追加出来るシステム作りをする。

・仕合せ交流会を継続していく。地
域住民の声を聞きながら対応してい
き、介護予防に繋げていく。
・しあわせ交流会、座談会には他の
職員も参加していく。
・ブランチとしては地域住民が主体
で開催していけるように開催の目的
を座談会で確認していく。

・仕合せ交流会はコロナ禍で再開のめ
どが立っていないため、今後の活動に
ついてきょうまちと協議した。
・チェックリストで訪問の時はどの部
分でハイリスクになっているか確認し
ている。改善出来そうな所は助言して
いき個々のケースについても介護予防
に繋げている。出来るだけ同じ職員が
担当しており気軽に相談できる関係を
作っている。

・10月から各サークルへ出向き、コ
ロナウィルス感染予防・フレイル予
防・熱中症予防についての研修会を
行っている。コロナでサークルは休
止していたが、再開してみると結果
として参加率が高かったので、地域
おたっしゃサークルの代表者が驚い
ていた。
・相談者でサークルに参加していた
人も居り、その方の現状を確認でき
た。また住民と出会う機会となり、
住民の方々の生の声を聞けたことは
良かった。

地域福祉コーディネート
業務について

介護予防に係るケアマネ
ジメント（第１号介護予
防支援事業等）の実施方
針

・地域おたっしゃサークルや趣味の習い事
を足が悪くなったりしても継続できるよう
にすると良い。
・南郷地区では地域住民が「チョボラ」に
入り、送迎を行い参加しやすい環境を作り
馴染みの場所を絶やさないようにしてい
る。

・車の免許を返納されて行動範囲が狭
くなったため出場所を紹介してほしい
と相談された方に対し、健康状態や生
活歴を確認した結果、歌が大好きであ
ることがわかり、歌の個人教室を探し
本人へ情報を提供した。また、歌の先
生へも挨拶し、相談者の現況の説明を
行った。
・地域の資源を紹介することで見守り
体制が強化される。

①チェックリスト訪問は事前にハイリス
クの情報を把握していき、状態確認や生
活状況を確認していく。
②きょうまちブランチと共に、上半期中
に地域資源の出場所を見学、確認等して
個々の相談者に応じた適切な場所を紹介
していく。

①年に1度は地域の習い事の先生や地域
おたっしゃサークルの代表や活動に参加
している方々のところに訪問し、顔の見
える関係を作る。
②分析シートでは筋骨格系疾患が多いと
結果が出ているので、地域で運動ができ
る出場所を把握して予防につなげてい
く。４②と同じ。

・コロナ禍でのため、仕合せ交流会の開催
が難しいことは理解している。
・出場所の見学後は相談者に紹介するだけ
ではなく、紹介した結果どのような効果が
あったか確認もすると良い。
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令和2年度　加賀市ブランチ評価　統括表

ブランチ名 大聖寺地区高齢者こころまちセンター　小規模多機能ホームきょうまち

目指す姿

『自分のため　誰かのために　持てる力を発揮できる町　大聖寺』を目指して、地域で活動されている方達（近
所の高齢者、サロンやサークルの活動者、民生委員、ボランティア、ケアパス劇団員）との接点を持ち、ブラン
チ事業所と関係を構築していく。きょうまちスタッフ全員が地域で活動されている方達から認めてもらえるよう
に、まずは挨拶を積極的に行っていき、町のどこで見かけても声を掛けあえる仲間作りをしていきたいと考えて
いる。

施設管理者 木ノ下　優子

事業責任者 西田　佳枝

ブランチ設置年月

①各地域おたっしゃサークルへ、月1回参加
するようにし交流を通し関係作りを行う。そ
の町の世話焼きさんや資源等得られた情報が
あったら軒下マップに書き込み更新してい
く。
②寺子屋きょうまち等地域の方との交流のイ
ベントがコロナ禍で行うことが出来ていな
い。地域の方との関係作りとして、町内のク
リーン活動を年間行事に入れて行ってみる。
また、大雪の時には雪かきの協力等ご近所へ
の貢献を始めてみる。区長に相談し、取組み
について検討していく。

平成28年10月

項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

意　見 今回の改善計画
10月 3月

地域包括ケアシステムの
構築方針

事業所：去年度、軒下マップの必要性を共有
出来たが、理解のバラつきがないように今後
も月1回のスタッフ会議で勉強会をしてい
く。
スタッフ：スタッフを２～３人のグループに
分けて各地区の割り振りをし、軒下マップを
作成していく。スタッフ会議では作成した軒
下マップから社会資源について確認してい
く。仕合せ交流会は大聖寺なでしこの家と運
営方法・活動を考え活動支援していく。

・スタッフ会議で軒下マップの必要性を再度
確認を行って、各地区で2人ずつ担当制にす
ることができた。進捗状況や活用できそうな
資源があるか等も確認を行っていく。
・仕合せ交流会の活動はコロナで出来ていな
いが、再会出来る時には、大聖寺なでしこの
家と一緒に活動支援をしていく。

・４月に異動で管理者と事業責任者が交代と
なり、今まで積み重ねてきたことの継続がで
きなかった。軒下マップの作成を行ったが、
何のために作成したのか皆が理解不足で活用
できるものにはならなかった。
・仕合せ交流会はコロナのことで実施は出来
なかった。今後もいつ出来る状況になるのか
不明である。現在も大聖寺地区で開催してい
る活動のリストを作成し、大聖寺なでしこの
家と共有することとした。

・できていない点でなぜ出来なかったのかを
分析して問題点が見えるようにした方が良い
のでは。
・要因の深堀、具体的な施策を見つけ対応す
る。
・軒下マップ等のツールはあくまでツールで
あり、運用は個人ではなく全員で共有、周知
が必要と思います。

①医療福祉連携勉強会、かがやき予防塾、ケ
アパス検討会等参加していき、相談や情報交
換等行えるよう関係性を築いていく。
②相談者のＡＤＬやＩＡＤＬの実態把握の他
に、その方の周囲関係や大切にしてきたこと
も共有し軒下マップに記入出来るようにす
る。地域での暮らしを継続するために必要と
感じた場合は民生委員や区長と相談したり、
話し合いの機会を作っていく。
③活動場所の提案が行えるようになでしこブ
ランチと共に上半期中に見学させていただ
き、代表者と関係作りを行い、リスト作成を
する。

区域ごとのニーズに応じ
て重点的に行うべき業務
の方針

・地域の実情を把握するため、又事業所の理
解を得ていただくために、運営推進会議の参
加者を各地区の民生委員、区長、交番、郵便
局等にお声かけをする。
・各種団体の方との交流や活動に参加し、地
区の方から声を聞き、軒下マップを活用し、
課題を整理する。
・寺子屋きょうまちに参加される各団体にで
きる事、したい事を確認し、各団体の主体性
を尊重しながら協力していただく。

・コロナのことで運営推進会議は開催出来て
いなかったが、11月に開催を予定している。
各地区の民生委員、区長、交番、郵便局等に
お声かけをする。
・10月からコロナウイルス感染症予防の講座
で各地域おたっしゃサークルやサロンに出向
いている。大聖寺地区高齢者こころまちセン
ターのアピールを行っている。
・寺子屋きょうまちに関しては再会の目途が
今のところない。

・運営推進会議は１回のみの開催だった。新
たに郵便局長さんに参加していただくことが
できた。
・感染症予防等指導業務で各町のおたっしゃ
サークル等へ出向く機会ができた。地区ここ
ろまちセンターのアピールすることも出来
た。

・1～5で共通して思ったことは、きょうまち
職員全員がかかわっておらず、一部の職員の
活動となっている様に思いました。全員参
加、全員で共有は出来てますか？

①2か月に1度の運営推進会議に、民生委員、
区長、郵便局、警察等に声をかけて参加して
もらい、地域の実情のことを共有し大聖寺の
地域性を把握する。高齢者がその地域で生活
を継続するための課題や、繋げる資源がある
のか等探ってみる。

介護事業者・医療機関・
民生委員・ボランティア
等の関係者とのネット
ワーク（地域社会との連
携及び専門職との連携）
構築の方針

・今年度は地域おたっしゃサークル・ふれあ
い・いきいきサロンの活動は、まず管理者・
事業責任者・スタッフと3人で各団体の担当
を決め、顔なじみの関係を築いていく。
・3ヶ月に1回は活動に参加する日を決め、お
互いに情報を共有しながら連携を密にして関
係を築いていく。

・今回のコロナウイルス感染症予防講座で各
おたっしゃサークルやサロンに出向いてお
り、顔つなぎや地域の方との交流も行ってい
る。
・地域の方、ボランティアの方、医療関係、
介護事業者が集まる、介護医療連携の研修は
コロナ禍で開催されていない。

・かがやき予防塾やケアパス検討会に参加す
ることができ、一部顔見知りの関係になれ
た。
・介護医療連携の研修会はリモート参加だっ
たため、関係性作りには至らなかった。

コロナで例年通りできなかったことがあるか
と思います。指摘の点などは特にありませ
ん。
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①ブランチメンバー会議を毎月開催し、勉強
会、ケース検討会、資料作り、軒下マップの
追加更新等を行っていく。資料は訪問時に
持って歩けるような物を作り、担当するス
タッフが訪問相談時にその場で提案助言が行
えるようにする。
②ブランチメンバー会議で勉強会を行い、本
人の持っている力や家族の介護力、地域の力
等も聞き取れて、適格な支援に繋げられるよ
う、アセスメント力を向上していく。
③研修会への参加、ケース検討会でアセスメ
ントの視点を学びあう場を設けていく。

介護予防に係るケアマネ
ジメント（第１号介護予
防支援事業等）の実施方
針

・各種団体等からでた、地域の高齢者の心配
事や相談を聞いた際には記録に残し事業所内
で、課題分析をし、伝えていけるようにして
いく。また、年2回は各種団体に出向き、予
防の視点で気になる方がいないか確認してい
く。

・各地域おたっしゃサークルやサロンから、
地域の高齢者で気になる方、心配な方がいな
いか等の呼びかけを行っていき、介護予防に
つなげていきたい。

・コロナ禍でおたっしゃサークル等も休止さ
れていたこと、事業所としても集団の場所へ
出向くことを躊躇していたこともあった。感
染予防等指導業務で出向かせて頂き、大聖寺
地区こころまちセンターきょうまちのアピー
ルまでは行えたが、情報収集までは出来な
かった。
・大聖寺地区ブロック連絡会で、大聖寺地区
と南郷地区で相談内容の違いがあることから
地域性の違いの分析は行えた。大聖寺地区
は、近隣交流の範囲が狭く、同町内であって
も少し離れるとご近所付き合いも薄いことが
見えてきた。独居や高齢者夫婦世帯で、子供
は県外でコロナのことで帰省も出来ずという
相談が多かった。

子供らには迷惑をかけたくないと考え、困っ
ていることを伝えられていない家も多いので
はないか。民生委員から相談があり訪問を
行っても、困りごとを伝えて頂けなかった
り、訪問事態拒否されたお宅もあった。自分
たちで抱え込んでいる人も多いと思われ、今
後の課題だと感じる。

①民生委員、区長には運営推進会議で、地域
おたっしゃサークルの方達等とは月1回の訪
問時に情報交換出来る機会を作り、心配な方
やサークルに来れなくなった方等の共有が行
え、さりげない訪問が行えるようにする。
②ブランチに関わるスタッフ全員が、介護予
防の活動の提案や助言が行えるよう住民向け
の資料を上半期中に作成し、ブランチメン
バー会議の場で共有していく。

地域福祉コーディネート
業務について

毎月ブランチ連絡会の後に、ブランチ主要メ
ンバーで、定期的にブランチケース検討会や
地域福祉コーディネート業務の勉強会を行な
い、質の向上を目指し、自分達の課題を明確
にしていく。

・ブランチメンバーで介護保険に関すること
や、申請までの流れ等勉強会を時々開催して
いる。訪問を行なって地域福祉コーディネー
ト業務を行なえるメンバーを増やしていける
ようにしている。同時に質の向上を目指して
行けるよう研修会があったら参加を促してい
る。

・ブランチメンバーで勉強会を行ってきた。
いくつか事例の紹介も行った。訪問の同行、
助言、相談、指導等2人の育成を行え、３人
で新規相談に対応できるよう体制を整えた。
更に、現在1人育成中である。

運営推進会議を開催しておらず、意見を聞く
ことができなかった。また書面でも意見がな
かった。
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介護予防に係るケアマネ
ジメント（第１号介護予
防支援事業等）の実施方
針

・事業責任者とスタッフ１～３名が、地区の
イベントやサークル活動に参加していく。そ
の中で、ブランチ事業所としてどのような取
組みができるとよいのかを話し合っていく。

・コロナウイルス感染拡大防止のため、活動
参加は出来ていないが、ブランチミーティン
グを月１回開催するようになった。内容は主
に報告になっているため、取り組みについて
話し合っていきたい。
・介護保険サービス以外の介護予防に係る福
祉サービスの情報に乏しくきちんとしたマネ
ジメントが出来なかった。

・基本チェックリスト訪問対象者や介護相談を
された方々に、運動や体操の機会や場所として
各町のサークルやサロン、はつらつ塾の紹介を
している。また２名の方に短期集中予防サービ
スを紹介し、活動の目標に近づき生活意欲の向
上に繋げることが出来た。
・ケアマネジメント力は十分でなく、ブランチ
ミーティングでも報告が主になっているので
ケースについて学ぶ機会が少なかった。

・専門的なことは自分達から意見することは
ない。

①月1回のブランチミーティングでケースに
ついてだけでなく、市民活動（認知症ケアパ
スやかがやき予防塾やキャラバンメイト）に
一緒に取組んでいく。その経過報告の中で、
どのように考え、どう支援したかの振り返り
を行うことを重ね、ケアマネジメント力の向
上に繋げていく。

①今年度十分出来なかったため継続実施とし
て、運営推進会議で元気はつらつ塾ケース進
捗会議やブランチ相談の対応報告を行い、ど
のように地域と関係機関が連携しているかを
知ってもらう。結果として、地域の方々に
とって連携システムの情報が増え「できる
力」「持っている力」の向上に繋げられる取
組みをしていく。

区域ごとのニーズに応じ
て重点的に行うべき業務
の方針

・統計から、運動や活動に関する情報提供の
ニーズが高いと思われ、地域資源マップ作成
に取り入れる。また相談を受けた時に要望に
応えられるように公的資源も含めた情報を事
業所内で情報共有していく。
・事業所の防火訓練に防災士や防災リーダー
の方々に参加していただき、防災計画の評価
をうけ見直していく。その取組みを通して
ネットワーク構築につなげていく。

・地域資源マップの作成は進んでいない。
・防災について、７月開催の運営推進会議に
地区防災士の方に参加してもらい地区独自に
作成した‘防災マップ’と‘ハザードマッ
プ’についての説明を会議メンバーで受ける
ことが出来た。事業所防災計画についてより
具体的に行動できるよう助言を受けることも
できた。

・毎年基本チェックリスト訪問対象者であれば
家族構成や近所付合い等の把握が出来てきてお
り、南郷地区の特徴が把握出来てきた。しか
し、地区の課題やニーズを把握するまでに至っ
ていない。
・民生委員から同行訪問の依頼や状況把握の相
談も受ける機会が増え知名度の高まりを感じる
ようになった。

・地区の防災訓練は、以前のように地域住民
参加型の開催は難しく、今年度は町ごとに防
災士や区長、民生委員で高齢者世帯や独居者
宅を訪問しました。
・南郷地区全体が防災に対する意識が高いと
感じます。

①南郷地区の「課題」や「ニーズ」は事業所
から見たものでなく、あくまでも実際に生活
している方々から抽出されなければならず、
それに応じた情報収集を行わなければズレた
計画実行になってしまう。そのためには、地
区のネットワーク座談会や運営推進会議を通
じ「課題・ニーズ」としてどのようなことが
あるのか？等投げかけることから始め、地域
の方々と一緒に考えていく取組みをしてい
く。

介護事業者・医療機関・
民生委員・ボランティア
等の関係者とのネット
ワーク（地域社会との連
携及び専門職との連携）
構築の方針

・運営推進会議で、元気はつらつ塾のケース
進捗会議やブランチ相談の対応報告を行い、
どのように地域と関係機関が連携しているか
を知ってもらえるようにする。

・運営推進会議が７月の１回しか開催できて
おらず、その時も防災をメインにしていたた
め、計画実施出来ていない。
・ブランチ事業所として各関係機関とは連絡
取れている。

・運営推進会議は、4か月に1回のペースで開催
時間も短時間としたため、参加者から機関の報
告を主に行い、ブランチの相談対応や元気はつ
らつ塾についての報告が殆ど出来なかった。
・介護相談の窓口として、医療機関の相談員や
民生委員からだけでなく、地域の高齢者の世話
役になている方からも直接相談が入るようにな
りネットワークの広がりを感じる。

・会議では、高齢者のことが主になるが学校
のこと、今年度はコロナ対策のことも報告や
説明があったので知らなかったことを知るこ
とが出来た。

①市民の方々が参加する活動の場に参加し一
緒に取組み、その実際を毎月の職員カンファ
レンスで報告していく。具体的な取組みやス
タッフとしての関わりや経過結果を報告して
くことを重ね、事業所として「してあげる＝
ケア提供」視点になりがちだが、人の「でき
る力」を活かした支援を考えていけるように
する。

平成28年10月

項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

意　見 今回の改善計画
10月 3月

地域包括ケアシステムの
構築方針

・毎年基本チェックリスト対象者になる方が
いるので、担当を決めモニタリングできるよ
うにしていく。新たな対象者は、情報共有し
次年度や相談受けた時に備えられるようにし
ておく。
・昨年からの継続として、女性の団体（婦人
会や保健推進員等）が参加している会合でPR
していく。

・コロナウイルス感染拡大防止のため、基本
チェックリスト訪問が出来ず電話対応を主と
している。しかし、電話対応困難な方や連絡
がつかない方のみ訪問した。なかには、これ
まで別居家族同席のもとで訪問していた方に
ついて直接家族に連絡を取り確認したケース
もある。
・ブランチ担当者（計５名）で毎月ミーティ
ングし、相談対応ケースや連絡会内容、基本
チェックリスト訪問の対応について等の情報
共有している。
・ＰＲ活動は出来ていないが毎月‘えがお通
信’を発行し「介護・福祉の相談窓口」であ
ることを毎回記載。また事業所内の様子がわ
かる写真も載せ、回覧板で目に留めてもらえ
る工夫をしている。

・基本チェックリスト対象者の担当スタッフを
決めた訪問担当を決めての訪問は出来なかっ
た。またブランチミーティングでの情報共有
は、十分にできなかったが、訪問後に事業責任
者や他職員に報告し、対応策が必要と捉えた場
合には早期に再訪問や電話対応をすることは出
来た。
・個人の「できる力」「持っている力」の聞き
取りまでは出来ず、事業所の取組みに繋げるこ
とができていない。
・各団体の会合や町のサークルへの参加は殆ど
できなかったが‘認知症ケアパス’や‘かがや
き予防塾’に参加し市民の方々と一緒に活動す
ることが出来た。

・南郷地区内で月1回‘えがお通信’を回覧
板で目にする機会があるのは、圧倒的にPR効
果があると思います。文章は殆ど読まないも
のなので構成として写真が多くされており、
後は「相談できる場所ですよ」ということが
明示されているのがよいと思います。他地区
と比べ広く知られているから直接相談する件
数が多いのだと思います。

令和２年度　加賀市ブランチ評価　統括表

ブランチ名 南郷地区高齢者こころまちセンター 小規模多機能ホームなんごうえがお

目指す姿

『安心して暮らしていく為に、家族のように１つの輪になる』
そのためには、地域との関係作りでブランチの存在を知ってもらう活動や、地区の皆さんが集まれる場所作りに取
り組んでいく。施設管理者 南出　明子

事業責任者 南出　明子

ブランチ設置年月

1 9



項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

意　見 今回の改善計画
10月 3月

5

①地域の状況は町ごとに、家族構成の傾向や
社会資源等の環境も異なっているので、年度
内に‘独居’‘高齢者世帯’等を南郷地区の
地図上で色分けし、職員全員が目で見て情報
共有できるようにしていく。
②ブランチ勉強会や連絡会に参加し、伝達講
習や報告を職員カンファレンスで行い、ブラ
ンチの取組みについて意見交換する。

地域福祉コーディネート
業務について

・地域コーディネート業務の１つとして、基
本チェックリスト訪問に焦点をしぼり計画的
に実施していく。具体的には、前年度の情報
整理や訪問の進め方や聞き取り方について他
担当スタッフ同士で情報交換や勉強会を行
う。それをきちんと行う中で、実態把握や
ケースの振り返りを行いながら訪問してい
く。

・基本チェックリストに関して計画実施は出
来ていない。聞き取り方について、相談票の
模範から昨年より注意深く聞き取り出来るよ
うになってきている。丁寧なケースの振り返
りまで出来てないため、今後上手くできな
かったケースから学びを深めらえるようにし
たい。　　　　　　　　　　　・ブランチ研
修会に地域住民と参加できた。今後継続的な
つながりをもち、共通知識を地域に生かす取
り組みを考えられるように働きかけたい。

・訪問対象者の情報共有や振り返りをブランチ
ミーティングで実施することは出来なかった。
しかし、新たに訪問職員が増え事業責任者交代
し業務担当の割り振りが変更になったことで、
ブランチ業務の理解が広がった。
・ブランチ勉強会で介護認定の有無や年齢に関
わらず「暮らす」は同じであることを事業所の
職員カンファレンスで伝達講習が出来た。

・コロナウイルス感染症予防の研修会に、
サークルのリーダーさんと一緒に参加し基本
原則が大事であることをしっかり学べ、他の
人にも伝えることが出来た。

2 10



1

2

3

4

介護予防に係るケアマネ
ジメント（第１号介護予
防支援事業等）の実施方
針

・ラジオ体操に来られている方から、一般浴
の相談が入ってきた。関係が出来ていること
で、気軽に声をかけて下さった。今後も体操
の人たちの顔をしっかり覚えられるように写
真を撮って、職員全員が名前を覚えていく。
・本当のニーズを捉えられるよう、面談の後
に事例検討や振り返りをブランチ内で行い、
軒下マップや社会資源を具体的に活かせるよ
うにしていく。

・感染症の予防対策で、ラジオ体操も一般入
浴も行なっていない。コロナ禍が収束した
ら、順次地域の方との取り組みを再開してい
くつもりである。
・コロナ禍で個々の相談から腰痛悪化、認知
症悪化が多くみられているように感じる。活
動量が少なくなっているからだろう。個人が
できる介護予防、フレイル予防を周知してい
く必要があると感じた。

・一般浴を行なっていることでどうにか地域
での生活が続けることができていた方が、コ
ロナ禍で一般浴が再開できない状況から体調
の悪化や精神不安定等の情報を聴く。地域の
予防拠点になっていないとつくづく感じる。
・コロナ禍でも支えあえる地域づくりや介護
予防のために何かできないかと推進会議で話
し合い、住民からの提案で、友人から電話が
くると元気が出るのでは、という案を頂き
「お元気ですかコール隊」と銘打ってチラシ
を配った。友人からの電話で予防につながら
ないかと考え、住民にチラシを配布し促し
た。

・サロンや地域おたっしゃサークルに感染症
対策指導を行なっているが、非常に感染を恐
れる方がいると、サロンなどはなかなか再開
できない現状を聴いた。サロン再開を待ち遠
しく思っている人がいるが、なかなか難し
い。

①コロナ禍でも地域に出掛けた際に、一人で
も多くの方に、今の生活における思いやサー
クル等の再開に向けての意見を聞いていく。
②聞いた声を山代を良くする会へ伝え、企画
運営に生かす。
③山代を良くする会の企画運営の後方支援を
おこなう

①丸山地区での通いの場の体制づくりについ
て、夏以降、コロナの感染状況を見て、民生
委員や区長など町の方々相談する。　　②開
催時には、コロナ感染防止の講義と実技を実
施し、感染防止に務める。

区域ごとのニーズに応じ
て重点的に行うべき業務
の方針

・来年度は「オレンジカフェすみれ」で南陽
園とのコラボが出来なくなった。しかし違っ
た形で取り組みを考える。すみれの利用者と
一緒に食事をしてもらい、認知症の方をもっ
と理解していただくとともに、同じ地域で暮
らす住民として、協力し合える関係が作れる
ようにしていく。
・住民が主軸となってボランティアさんの力
が発揮できるような取り組みを考える場を設
ける。

・「オレンジカフェすみれ」は南陽園の人手
不足などから今後は中止となった。違った形
での開催を考えていたが、コロナ禍で地域の
方々との交流の機会はない。
・ボランティアの発掘も職員の行動自粛もあ
り、出来ていない。
・コロナ禍ではあるが、「新しい生活様式」
をしっかり身につけ、感染予防しながら工夫
を凝らした地域交流をみつけていくことが課
題である。

・3月に「山代地区をよくする会」が実施で
きた。いつも参加している方は、この会の開
催を待ちに待っていた。この会を山代の人た
ちを救う、「ボランティア団体」として組織
化していきたいと考えていることがわかっ
た。活発な意見を頂き、来年度に向けて、ま
すます住民の力の強さを感じることができ
た。
・コロナ禍であっても出来る事を見つけて子
供食堂を開催したいと考えたが、NPO法人か
もママと話し合うことも出来なかった。

・今年の冬は大雪となり、どこでも雪かきが
問題に上がってきた。H30年度に「山代地区
をよくする会」と山代中学校との話し合い
で、中学生による雪かきボランティアを組織
化させていたこともあり、そのことをもと
に、来年度は子供と高齢者とのつながりなど
を含め、多世代がふれあえるようシステム作
りからしていきたい。

①「住民同士のつながりの希薄さ」等山代地
区には課題が多い。R2年度の「山代地区をよ
くする会」において、中学生との関係構築を
していきたいという考えがあることから、
「中学生と住民」とのつながりを持てるよう
に働きかけていく。コロナ禍でもあるため感
染防止を考慮し、どのような取り組みができ
るか検討し実施する。

介護事業者・医療機関・
民生委員・ボランティア
等の関係者とのネット
ワーク（地域社会との連
携及び専門職との連携）
構築の方針

・民生委員が今年改選があった。新しい民生
委員になった方も多いため、少しでも多くの
ブランチ職員が担当地区の民生委員と顔見知
りになる。そうすることで、気軽に相談でき
る関係性を構築していく。
・その後の丸山町の課題を継続して把握して
いき、民生委員を中心に、町の人たちと一緒
に取り組んでいく。

・山代全域の民生委員との顔合わせもしてい
ない。個別的に知り合いになったところか
ら、関係性を持っていっている。
・丸山町の民生委員とは運営推進会議などで
情報交換はしている。しかし昨年度話し合っ
た地域の課題に向けては取り組みは行なえて
いない。

・地域運営推進会議も2回しかできず、前か
ら知っている民生委員としか関われていな
い。ただ、個別支援から知り合いになり地域
の課題を一緒に考える機会を持つことは出来
た。
・「丸山地区が「認知症の増加」や「男性の
閉じこもり」等課題が上がっていたため地区
地域ケア会議を行なったので、今年度はその
フォローアップを勧めたかったができなかっ
た。

・丸山地区の「丸山会」の再開の目途は立っ
ていない。感染症対策指導もしていない。ど
の地域でも高齢者の出かける場所がなくて
困っている、と聞いている。

①コロナ禍の前の状態に少しでも戻るようラ
ジオ体操を秋ごろから晴れた日から外で実施
していく（コロナウィルス感染症の状況をみ
て）
②感染防止対策の徹底をおこなう（参加住民
も含めて）

平成27年9月

項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

意　見 今回の改善計画
10月 3月

地域包括ケアシステムの
構築方針

・小さいことでも確実に地域へ働きかけるこ
とを継続させていきたい。今は「かかと上げ
体操30回」が定着してきたので、しばらくし
たら、ほかの体操が出来るように声掛けし、
ステップアップさせたい。
・1週間に2日ほど、すみれの家の利用者とラ
ジオ体操参加者と共にお茶をする時間を作
り、「山代地区高齢者こころまちセンター」
としての役割を知ってもらう。

・今年度は新型コロナウイルス感染症の感染
拡大防止のため外出自粛となっている状況が
ある。今まで、地域とのかかわりも少しづつ
広がってきていたので、ステップアップ体操
をして行こうと考えていたが、試みはできな
かった。
・7月の1ヵ月間だけだが、外でラジオ体操を
行い、4，5人の参加があった。短期間だけ
だったが喜ばれた。

・今年度はコロナ禍で、地域とのつながりを
持った活動や今まで続いていたラジオ体操も
1ヵ月だけで終わってしまった。そのため、
介護予防のためのチラシを配布した。
・コロナ禍での外出自粛もあり、地区住民の
コロナ禍での不安な気持ち等、思いを聴く機
会が持てなかった。

・「何も行事は出来ない、集まれない、出来
ない」というだけでなく、前進しないといけ
ない、何ができるか考えていきたい。まずは
一歩踏み出したいという、「山代地区をよく
する会」のメンバーからの意見がある。

令和２年度　加賀市ブランチ評価　統括表

ブランチ名 山代地区高齢者こころまちセンター　山代すみれの家

目指す姿

山代という地域の中に根付いた事業所になる事で、「相談しやすい場所」として位置づけられるであろう。多く
の人たちとつながりを持った事業所になり、どのような方法であれ、自分たちが直接関わったり、出掛けたりし
なくても、自然と地域の問題、課題、楽しい事、嬉しい事、素晴らしい事、困っている事などいろいろな情報が
舞い込んでくる事業所でありたい。その中で「人と人とをつなぎ合わせられる場所」になれればと思います。

施設管理者 古井　正美

事業責任者 直谷　麻衣

ブランチ設置年月
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項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

意　見 今回の改善計画
10月 3月

5

①ブランチの中で軒下マップを生かした支援
をおこなうために、年３回事例検討をおこ
う。
②2年前に作り上げた「山代地区の社会資源
マップ」を１回修正・追記し、現在の山代地
区の現状を知る。

地域福祉コーディネート
業務について

・かもママがすみれの家の地域交流室を利用
して「代こみ食堂」を月1回行なっていく。
そのうえでブランチとして、子供との関わり
を持ちたい、役割を持ちたいという世話焼き
さんをマッチングさせていく。
・「山代地区をよくする会」については、ま
ちづくり推進協議会会長が交代になったが、
住民主体で集まっているので、今後も山代地
区をよくする会に対して後方支援を図ってい
く。

・コロナ禍で行事類開催が難しく、かもママ
とのコラボもできていない。
・「山代地区を良くする会」についてはまだ
開催予定が立たない。
・コロナ禍であっても、支えあえる地域つく
りを目指して、推進会議の中で、電話による
「お元気ですか、コール隊というのはどう
か」という案がでた。早速話をご近所やお世
話焼きさんなどに知らせてみたいと思ってい
る。

・「山代地区をよくする会」を3月に開催出
来た。住民の何でも手伝いたい、知りたいと
いう声や支えあえる地域、住みやすい地域で
ありたい、という気持ちが聞かれた。
・山代中学校の子供たちによる「あこがれ協
働隊」が地域との関わりを持って今後も力に
なってくれると感じた。来年度に向けて、組
織づくりをしていければよいと考える。
・社会資源マップは作成しているし、個々の
軒下マップを作っているが、つなげる支援が
まだ上手く出来ていないと感じる。

・中学校との関わりや地域の声を反映できる
体制を取るためにも、「山代地区をよくする
会」は継続していきたいと思っている。方向
性が決まったら、まず組織を作り上げたいと
いう。とても頼りになる方々である。
・「山代地区をよくする会」の中で、ちょっ
としたボランティア、とくに女性のゴミ出し
などに困っていることをよく聞く。ボラン
ティア組織が必要と感じている。
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平成28年10月

1

2

3

・山代地区の為に何かしたいと意欲のある住民が地域で活躍できるよう、一緒に取り組んでいきます。山代の人
たちがここに住んでて良かったと思えるような街づくりを住民と共に目標をもって目指していき、できることか
ら一緒に頑張っていきます。
・いつでもどんなときも立ち寄りやすいブランチ事業所として身近な地域に存在し続けられるよう、みんなに優
しく明るく安心できる場所になります。

山代地区高齢者こころまちセンター　ニーズ対応型小規模多機能ホームききょうが丘

鹿野　久美(～R2.10.31)、大田　理佳(R2.11.1～)

中野　英里

前回の改善計画に対する取り組み・経緯

10月 3月
意　見 今回の改善計画

・初期相談対応する職員間での情報共有は出
来ているため、担当者が不在であっても電話
対応も出来ている。また、ブランチの活動を
小規模日報に記入しているため、全職員が活
動状況を知ることができている。
・毎日の申し送りミーティングでの報告は十
分に出来ていない。全てではなくても、特に
気にかけてほしいケースは、対応状況をその
日のうちに伝える意識を持つ。

・地域の方「お抹茶や法話に参加するように
なったが、今年度はコロナ禍のため事業所に
出入りできなくなったことは残念だ」
・店先にチラシを貼った店主より、「買い物
に来る方がチラシの前で立ち止まって見てい
る」「初めはチラシが小さく文字が読みにく
いと思ったが、チラシを大きくしてもらって
見やすくなったと思う」

①ブランチのチラシを配布した商店や元気な
地域の方が、気になる高齢者の情報や対応依
頼をブランチに伝えてくれるよう、お互いに
声を掛けやすい関係を目指す。挨拶やちょっ
とした会話を通してその方々とのつながりを
維持していく。
②地域の方からの発信を待つだけでなく、日
頃の地域の方と会話などから情報を得て、得
た情報を山代資源票に記録していく。訪問対
応やブランチ周知が必要な方には、チラシ配
布する。

令和2年度　加賀市ブランチ評価　統括表

目指す姿

ブランチ名

施設管理者

事業責任者

ブランチ設置年月

・職員「3ブロック制にして担当意識が持て
た。続けていけることで、その地域を深く知
ることができるのではないか？」

①３ブロック制の再開のため、ブランチ職員
の育成に努める。６５歳以上の大半がワクチ
ン接種を終えて以降、訪問経験のある職員
が、手続きの流れや面談の手法を伝え、年度
内に一人で訪問に行けるようにする。

・民生委員から受けた相談の対応終了以降、
民生委員と経過のやり取りはあまり出来てい
ない。民生委員とは電話でのやりとりが殆ど
で、顔なじみになりにくいが、声をかけて話
がしやすい関係づくりをしていきたい。
・地域資源マップは新しく作成し、新規相談
者やチェックリスト該当者のマッピングをし
ている。マッピングから、独居、集合住宅
(アパート、公営住宅)に複数の対象者がいる
現状が見えた。今後、集合住宅への訪問時に
は、対象者以外の人や環境への関心を持っ
て、予防的な動きをも考えながら伺う。
・中学生のボランティアについて、冬場の雪
かき活動に向けて中学校に働きかけていきた
い。
・山代地区を良くする会の運営等について
は、今後もすみれの家と協働し後方支援をし
ていく。

・民生委員「前からのつながりがあったので
ブランチに連絡しやすかった」「自分たちが
頼れる場所があることは安心できる」
・山代良くする会の参加者「雪かき以外でも
中学生の力を地域のために活かしてほしい」
「山代良くする会自体をボランティア団体と
して地域に何かできるといいのでは」
・山代良くする会参加者「山代にベンチが増
えるといい。ちょっと休める所が増えれば、
外に出ることが続けられるのではないか」

①民生委員への挨拶や一緒にかかわりを持っ
たケースでの経過や見守る視点の共有をして
いく。
②山代を良くする会で出た意見で、街で
「ちょっと休めるところ」を初期訪問や地域
の人から意見をもらい1ブロックを限定して
マッピングしていく。マッピング情報が増え
てきたら、山代良くする会で、意見をもら
う。

・今までブランチ業務の経験が殆どなかった
職員が、チェックリスト訪問や初期相談訪問
に同行した。今まで経験がなかった職員が経
験を積むことができた。
・ブランチ連絡会やブロック連絡会の書類は
小規模の記録類と同じ棚に置き、全職員がい
つでも見れるようにした。
・小規模が開催している活動（お抹茶や法
話）が現在はできないため、参加していた地
域の方の様子を気にかける職員の意識変化が
見られた。地域の方と会った際には挨拶だけ
でなく近況を確認したり、その様子を事業所
で報告したり出来ていた。
・地域の高齢者とのかかわりが多い商店３カ
所にブランチのチラシを配った。

・職員の異動などにより職員の配置が難し
く、下半期は３ブロック制訪問があまりでき
なかった。３ブロック制は、担当地区を深く
知る、顔なじみになりやすいといった利点が
あるため、スタッフ育成を行い、再び３ブ
ロック制を実施できるようにする。
・地域に出向く機会が殆どなかった分、地域
の方と会った際には挨拶だけで終わらず近況
を確認したり様子を事業所で報告したり出来
ていた。

・民生委員からの相談や民生委員と共にかか
わったケースが５件ほどあった。「ここに知
らせるといいと聞いていたので」と今まで関
係がなかった民生委員からも直接相談を受け
ることもあった。
・中学校との働きかけで雪かきボランティア
までつながったが、実働までは伴わなかっ
た。
・山代良くする会は3月に開催し、今後の良
くする会の取り組みについて話し合った。中
学生のボランティア団体を活かすための活動
についてや山代内を歩く際の休憩場所が必要
ではないか等の意見が出た。

項　目 前回の改善計画

・住民や民生委員からの相談等増えているた
め、今後はその後の経過についてもその方た
ちと積極的にやり取りし、繋がりを継続でき
るよう連携していく。　　　・ブランチ圏域
の社会資源マップをリニューアルする。３ブ
ロックごとのマップで見やすく活用しやすい
ものにする。
・２年続けて中学生のボランティア活動が実
現していない。山代地区を良くする会でボラ
ンティア実施のフローチャートを作成した経
緯もある為、企画が途切れないよう中学校に
働きかける。
・町づくり協議会の会長が変わることがある
が、今後の山代地区を良くする会の運営や進
行が住民主体で継続的に活動できるよう、す
みれの家と協働で後方支援していく。

・３ブロック制は継続しており、初期相談対
応やチェックリスト該当者への対応を職員で
分担して行っている。
・新型コロナウィルスのため、地域に出向く
事が出来ず、地域の方との関わりが殆どでき
ていない。しかし、町で顔を合わせた場合は
積極的に自分たちから挨拶をして顔なじみの
関係を保っている。
・運営推進会議の開催も出来ておらず、応援
団マップ作成については今後も実施を考えて
いく。

地域包括ケアシステムの
構築方針

区域ごとのニーズに応じ
て重点的に行うべき業務
の方針

介護事業者・医療機関・
民生委員・ボランティア
等の関係者とのネット
ワーク（地域社会との連
携及び専門職との連携）
構築の方針

・ブランチで対応した対象者の状況を職員間
で共有する。毎日の申し送りミーティングで
も相談状況を伝えられるようにする。小規模
日報の「利用相談・調整等に関すること」欄
に記入していき、ブランチ内で相談内容や活
動状況を把握し、全職員がブランチの動きが
分かるよう可視化していく。

・３ブロック制訪問を継続していき各地域に
強いブランチ職員を育成できる。
・地域の方と触れ合う機会には積極的に名前
を名乗り、相手の名前を覚えるように心がけ
る。
・運営推進会議においてブランチ応援団マッ
プを追記していく。
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前回の改善計画に対する取り組み・経緯

10月 3月
意　見 今回の改善計画項　目 前回の改善計画

4

5

・下半期は３ブロック制訪問があまり実行で
きなかったが、今までの積み重ねを基に、３
ブロック制について振り返りをした。山代地
区の一部の、ききょうが丘圏域という限られ
た範囲にもかかわらず、３ブロックごとの住
民の暮らし方の違いとして、休む場所の必要
性や金銭的な課題などが感じられたことは大
きな成果であった。今後は、今回得られたブ
ロックごとの違いから課題を考えていく。
・３ブロック制のマップは、あまり追加する
ことができなかったが、マッピングを見て相
談を振り返ることで、３ブロックごとの違い
を感じた。

・３ブロック制での対応を継続し、担当職員
は地域の方の顔なじみとなり、出向きやす
く、地域の実情を知れる体制を保つ。
・運営推進会議は開催出来ていないが、地域
の方と地域からの相談について一緒に考える
機会を持てるとよい。

・地域の方「区長や民生委員以外の、地域の
頼りになる人や場所が見つかるといい」

①ブランチ業務に慣れないスタッフが軒下
マップ作成の機会を持てるようにするため
に、個人の軒下マップに情報を記入できるよ
うに伝えていく。
②個人の軒下マップから吸い上げ、地域資源
マップにも情報を記入していく。
③3ブロック制から見えた暮らしの違いか
ら、ブランチ内で課題を考え、運営推進会議
で地域の方に報告し、課題について考える。

・運営推進会議参加者「コロナ禍ではある
が、状況を見ながら運営推進会議が出来ると
良い」「お茶飲み会も状況を見ながら開催で
きると良い」
・ブランチが感染予防説明を行ったサークル
参加者「サークルでの感染予防説明があった
事で、ブランチが身近な相談先であることが
分かった」

①地域の方が閉じこもり傾向にならないよ
う、サークル等の再開時期を把握や参加して
いる方で心配な方の情報をサークルリーダー
から把握し、閉じこもり傾向の方には訪問対
応をとる。
②サークルリーダーがサークルを開催にあた
り不安や困りごとがあれば、感染対策やフレ
イル予防の取り組みについて助言していく。
③山代の社会資源マップが活用していけるよ
う、情報が新たにあれば追記し、訪問時活用
する。

・運営推進会議の開催が出来なかったため、
区長とのかかわりが持てなかった。しかし、
民生委員からの直接相談があり、少しずつブ
ランチが地域に浸透しつつあるのではないか
と感じる。
・お茶飲み会には今後の新型コロナウィルス
の流行状況を考え、地域の方の協力の下、開
催していきたい。また、市の八重の盾の一環
で、サークル、サロン等への感染予防説明を
行ったため、代表者とのつながりができた。
そして、説明後にサークル参加者から地域の
気になる方の相談を受けたり、来年度のサー
クルでの行事を依頼された。

・区長さんに運営推進会議の参加について伺
う。現委員さんを通して知り合いになる。
・ブランチ社会資源情報とマップを組み合わ
せて圏域社会資源マップを作成する。
・お茶飲み会（毎月20，30日）は地域の方の
協力が得られ、住民主体での定期開催ができ
る。地域の人にお茶飲み会の名称を付けても
らい、住民中心で発信し周知できるよう声か
けやチラシ配布などのサポートをする。

・新型コロナウィルスのため運営推進会議を
開催は出来ず、区長さんの参加も出来ていな
い。11月には区民会館での開催を予定として
いる。区民会館使用にあたり今年度の区長さ
んへのあいさつし、推進会議への参加の依頼
をした。
・運営推進会議の開催に合わせて、応援団
マップ作成については今後も実施を考えてい
く。
・お茶飲み会についても開催が出来ずにいる
が、新型コロナウィルスの感染状況を踏まえ
て、開催を考えていきたい。

・ブランチ社会資源情報と3ブロック制訪問
から圏域把握ができ、軒下マップを通して情
報を重ねていき、地域の現状を知る。運営推
進会議でも軒下マップを活用した事例検討が
実施できるとよい。

地域福祉コーディネート
業務について

介護予防に係るケアマネ
ジメント（第１号介護予
防支援事業等）の実施方
針
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1

2

3

令和２年度　加賀市ブランチ評価　統括表

ブランチ名 庄地区高齢者こころまちセンター　小規模多機能ホーム いらっせ庄

目指す姿 「誰でも困っていたら助け合える町づくり」
施設管理者 森下絵美子

事業責任者 荒木伸治

ブランチ設置年月

①地区見守り座談会へ参加し、要援護者や地
域の方が気にかけている方の情報を、民生委
員や区長と共有し、必要時早期に相談・対応
ができるようにする。話し合いの設け方につ
いて、地区会館へ相談する。
②地区課題について地域の方へ伝える機会を
どのようにつくるか庄地区会館と相談する。
若い年代層の方との関わりについても相談を
進める。
③かがやき予防塾修了生の方がコロナ禍で、
今後どのように活動を行っていくのか一緒に
考える。

平成２９年１０月

項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

意　見 今回の改善計画
10月 3月

地域包括ケアシステムの
構築方針

・必要時つながる支援が行なえるように、ブ
ランチと各種団体や人との関係を強化する。
そのために会合や民生委員の定例会に参加
し、地域ケア会議に声掛けをしやすい関係性
を作る。
・把握できた地区課題から、地区の方と地域
で支える活動を考える機会を作る。継続して
交流を続けている、かがやき予防塾修了生の
方とも活動を考える機会を持つ。
・お聞きした困りごとは、本人たちが解決で
きるように関わる。

・地区見守り座談会への参加は毎年継続して
いる。庄地区のみ民生委員定例会の開催はな
い為、民生委員へのアプローチは検討中。
・地区の介護申請の多い内容等、見えてきた
ものがある。その情報を地区の方に伝える機
会をつくる。まずは、事業所の運営推進会議
にてお伝えする予定。
・かがやき予防塾修了生との交流は継続して
いる（コロナ状況を見ながら再開する）。そ
の際、活動を考える機会を設ける。その声か
けは行なっている。

・地区民生委員からの相談や地域の方からの
直接相談がみられるようになった。地域の方
に相談窓口であることが知られていると感じ
る。相談から繋がりが持てた方とは、その後
も関わりが持てている。
・介護申請の多い理由について伝える場を設
けることができなかった。コロナ禍において
どのように行っていくか、地域の方とも考え
たい。
・かがやき予防塾修了生との活動も自粛して
いる。

・相談窓口として、知っている人は増えてい
ると思う。　　　　　　　　・高齢者だけで
なく若い年代層の方にも知ってもらうと良い
のではないか。じいさん、ばあさんと住んで
いる家もあるから年寄りだけでなく若い年代
層の方にも知ってもらい、家での話題に出る
と良い。

①地域の方や民生委員からの相談がみられる
ようになった。相談後も経過を伝え、繋がり
が途切れないようにする。
②地域型元気はつらつ塾や協力員と連携し地
域の情報（ヒト・もの・行事等）を得て、軒
下マップに書き込んでいく。
③訪問した方と民生委員に繋がりあれば、訪
問後に了解へて挨拶し、見守る視点を共有す
る。

区域ごとのニーズに応じ
て重点的に行うべき業務
の方針

・地域で高齢者を気に掛けてくれたり、社会
活動を希望している人を修了生や協力員、ブ
ランチ訪問で把握し、ブランチの役割・機能
を知ってもらう。
・地区の課題（疾病や阻害要因、不足した地
域資源等）やニーズを、相談内容から数値化
する。併せて、日報の考察に職員が地区課題
と感じたことを記載していく。

・ブランチの役割は訪問や地域活動へ参加
等、機会がある際に周知している。今後、ブ
ランチの役割を知ってもらう為に、地区全戸
へのチラシ配布を地区会館へ相談中。
・地区の相談で多いのは、身体機能低下であ
り、病気は筋骨格系であると把握できた。職
員皆での共有にはいたっていない。今後、皆
で話合いの場を設ける。

・ブランチの役割や相談窓口であることを
知ってもらう取り組みは継続する。庄地区こ
ころまちセンターを知ってもらう為に、定期
的にチラシを配布していくこととなった。
・地区の課題について。得た情報や気づきを
話し合っているが、記録として残っていな
い。

・毎月の区費の支払い時や地区のイベントの
時を使って、庄地区こころまちセンターを広
報していけばよい。区長会などでコロナの影
響で開催できない。

①地域の方にブランチの役割を知ってもらう
ため、年3回ブランチ周知のチラシを全戸配
布する。コロナ禍で外出や顔を合わせる機会
が減っているので、地域の方が見守り意識が
持てるような内容をチラシに追記する。
②地区課題を事業所の運営推進会議にて報告
する。課題からフレイル予防や感染症につい
てサービスでの勉強会の開催も再度相談す
る。

介護事業者・医療機関・
民生委員・ボランティア
等の関係者とのネット
ワーク（地域社会との連
携及び専門職との連携）
構築の方針

・継続ケースについて、民生委員や社会資源
を把握し、追記を丁寧にしていく。
・継続的に見守りが必要なケースは見守るポ
イントを整理する。本人の軒下マップからブ
ランチも繋がりを持ち、見守る点を共有して
いく。

・継続ケースの民生委員等、把握している
が、相談票への記載のみで、軒下マップの追
記が不十分な場合がある。毎月のミーティン
グで継続ケースの進捗確認を行なう際、軒下
マップの確認、追記も行なっていく。関わっ
ている民生委員等への連絡ができていない方
がいる。関わる皆で情報共有につとめる。

・継続の見守りや関わる方のポイントについ
て、ミーティングにて共有している。相談表
の入力後、ファイルに相談表を綴っている。
ミーティングで記録にも残しているが、共有
できていないことがあった。

・実際に民生委員から相談がなくても、庄地
区の民生委員はいらっせ庄を知っていると思
う。地区見守り座談会に参加したり、地域の
活動に参加しているから。
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項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

意　見 今回の改善計画
10月 3月

4

5

①地域資源の把握は常に必要である。職員を
町別で担当制にし情報収集を行う。どのよう
に情報を得るかから職員で考え、定期的に
ミーティングで情報共有の場を設けマップ追
加も行う。　　　　　　　　　　　②若葉台
の一人暮らしマップについて、どのように見
直しを開催するか民生委員に相談して進め
る。

介護予防に係るケアマネ
ジメント（第１号介護予
防支援事業等）の実施方
針

・定期的に開催しているミーティングで日報
の考察を活用しながら、関わりの中での悩み
や本人や家族のニーズ・課題・支援方針の振
り返りを月1回1ケースの事例検討を行う。
・サークルや健康クラブの参加を継続し、参
加者の把握はできている、今後、参加者が途
切れた際に連絡や情報をもらうよう早期対応
の体制づくりをしていく。そのために、地区
の介護申請等につながりやすい課題を整理
し、サークルリーダー等に伝える。

・ミーティングで月１回、ケースの振返りを
行なっている。困りごとを聞く事に意識が向
き、本人のニーズが聞けてない状況が確認で
きた。振り返りから、ニーズの重要性を再確
認した。振り返りでの気付き等、記録として
残っていない時がある。今後も事例検討を継
続し、記録していく。
・健康クラブやサークルへの活動は継続して
いる。（コロナ状況確認しながら）サークル
リーダーや事務局とは、連絡が取れている。
しかし、参加者の変化についての情報は少な
い。
・地区課題を伝える機会を設け、情報をもら
えるようサークルリーダーに相談する。

・ケースの振り返りは毎月行っている。緊急
対応が必要か判断に迷うケースがあった。ブ
ロック連絡会での事例提供もこのケースを行
い、緊急時対応や本人や家族の思いについ
て、考えることができた。今後も継続できる
と良い。
・サークル活動への参加はコロナ禍で多くは
なかったが、高齢者の通いの場における感染
症予防等指導の機会に繋がりが持てた。
・サークルリーダーに地区課題を伝え、情報
を得る機会が持てなかった。

・いろいろな相談が入っている。どのような
相談が多いか知りたい。多い相談内容がわか
ると、自分自身健康に気を付けたりできるか
もしれない。転ばないように運動するとか、
食事に気を付けるとか注意するかもしれな
い。

①ミーティングでの事例検討を継続する。終
了ケースについて振り返りを行う際、日報考
察を活用しその時どのように考え行動した
か、確認しながら行う。職員の気づきや今後
の相談対応に生かせることを記録に残してい
く。　　　　　　　　　　　②サークルや健
康クラブの参加を継続する。決まった職員だ
けでなく、参加職員を増やす。参加するだけ
でなく、活動内容を把握し説明できるように
する。
③介護申請に繋がりやすい課題をサークル
リーダーに伝え、課題からブランチ活動内容
を考える機会を持つ。

地域福祉コーディネート
業務について

・資源マップにヒトの情報（世話焼きさん）
を記載する。ヒト・場所・その他に分け、毎
月追記と確認を行なう。
・昨年度、若葉台の一人暮らしの方の把握を
行なった（地図マッピング）情報に変化がな
いか、見直す機会をつくる。

・資源マップの追記を継続して行なってい
る。その他、の情報が少ない。その他、を記
載の際に意識する。
・若葉台のマッピングについて。民生委員の
交代があった。前任と現任民生委員や前回参
加下さった地域住民に参加いただけるよう声
かけを行なっていく。

・資源マップについて情報を持っている職員
はいるが、皆に伝えられない時がある。その
情報をどのように共有できるか検討事項であ
る。
・若葉台のマッピングについて機会を持つこ
とができなかった。

・マップと聞いて、店や公民館など場所の地
図と思っていた。人の記載もあり区長は変わ
るから見直しして追記してある。地図の色が
増えていくのは良いこと。
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1

2

3

地域包括ケアシステムの
構築方針

区域ごとのニーズに応じ
て重点的に行うべき業務
の方針

介護事業者・医療機関・
民生委員・ボランティア
等の関係者とのネット
ワーク（地域社会との連
携及び専門職との連携）
構築の方針

・地域のサークル、サロンに出向いてブラン
チの周知を図っていく。
・民生委員や各町の区長、まちづくり協議会
にブランチの周知を行う。（区長会、民生委
員定例会の参加）
・２地区のまちづくり事務局に顔を出し、今
後の活動展開についてアイデアをもらう。

・２地区を担当制とする。各地区について担
当職員が地域住民、地区の特性を知る。知っ
た情報を事業所内で共有する。
・介護予防基本チェックリストのハイリスク
者訪問を担当制で行い、早めに出会い予防的
対応を行う。

・地域の課題を抽出し、健康講話を開催でき
るよう働きかける。
・引き続き介護相談を行っていく。
・地域課題の解決に向け立ち上げている地域
型元気はつらつ塾の協力員との連携を密にと
り身近な地域の情報を把握していく。

①担当地区の民生委員や医師からの相談等が入る
ようになってきたため、連携を継続できるよう対
応後の報告を行っていく。
②サークルや元気はつらつ塾に参加し、世話役や
協力員と顔なじみになり、気軽に話せる関係性を
築く。
③1つの町(宇谷町)から、民生委員と一緒に、気に
なる方をマッピングし、どのような人や場所と繋
がっているか確認する。

・２地区を担当制とする予定だが、訪問
件数が少なく、現状は決まった職員が訪
問をしている。またサロン、サークル活
動の休止により顔を出す機会がなく、
ニーズの把握が出来ていない。

・担当地区にある医療機関の医師と共
に、毎月勅使地区会館にて、健康・介護
相談を行っている。会館職員から気にな
る高齢者がいるとの情報があれば、連
絡、訪問対応を取っている。
・地域型元気はつらつ塾が感染のため延
期なっており、１０月の開塾式に参加
し、参加者の方と顔合わせをた。協力員
から地域の情報を聞けるよう、今後参加
させていただく事を伝えた。

・先日一人暮らしの人が自宅で亡
くなっていた事があった。地域
で、一人暮らしの人の把握をする
のが大事なのではないか。どんな
人とつながりがあるか知っている
と、何かあった時に対応できると
思う。
・勅使地区の見守り支えあいネッ
トワークは、家族や本人が希望し
た人のみ登録している。実際一人
暮らしの人をすべて把握できてい
ない。

項　目 前回の改善計画

令和2年度　加賀市ブランチ評価　統括表

目指す姿

ブランチ名

施設管理者

事業責任者

ブランチ設置年月

・ 新型コロナウイルス感染症予
防の観点から、今年度は会合等が
中止となった。事業所の運営推進
会議も開催を見合わせたため、意
見を聞く機会を設けることが出来
なかった。（資料を送付してい
る。）

・コロナウイルス感染症の事があ
り、行事等が開催ができなかっ
た。ワクチンや治療薬があれば心
配も減る。

・感染予防等指導業務にて、宇谷すこやかク
ラブ、やまゆり健康サークルに出向いて講座
を行った。いきいきサロンについては、コロ
ナウイルス感染症の流行に伴い、休止してい
たため、出向くことが出来なかった。
・地区会館に顔を出す機会は増えたが、地域
の情報収集や具体的な課題について把握出来
ず、活動についてどのように進めていけばい
いか分からなかった。

・２地区の特徴（社会資源、風習、住民等）
について、知る機会が少なかった。特に東谷
口地区について関わりが浅く、ほとんど知る
ことが出来ていない。
・介護予防チェックリストハイリスク者訪問
については、決まった職員で行った。自由記
載等で気になった方については、次年度にも
訪問を行っていく。

・担当地区にある医療機関の医師と共に、毎
月勅使地区会館にて、健康・介護相談を行っ
ている。現状では、相談者はいないが、医師
からの紹介で相談を受けるケースがあった。
・会館職員からの情報提供により、地域の方
に連絡を取り、必要に応じて訪問を行ってい
る。勅使地区の見守り座談会に参加すること
で、民生委員からの相談も入ってきている。
・地域型元気はつらつ塾が１０月から開始と
なり、はつらつ塾に顔を出しているが、協力
員と話をする機会が少なかった。

①事業責任者と職員1人ずつで地域のサークル(宇
谷町すこやかクラブ１回/月)やサロン(横北町1回/
月)に出向き、ブランチ職員の顔を覚えてもらう。
②２地区でどのようなまちづくりの活動があるの
か把握し、参加可能な活動には参加し、ブランチ
職員の顔をまず覚えてもらう。
③個別の相談内容(初期訪問一覧表)やチェックリ
ストのデータ等の情報を、今年度を目標にまとめ
る。④まとめたデータは、第２層協議体（運営推
進会議）にて報告する。開催が困難な場合は、書
面にて住民へ報告し地区の実態を知ってもらう。
その状況について感想や課題、具体的な改善方法
などの提案をいただく。

①東谷口地区の１町(須谷町)について、人や物や
場所を知ることから始める。
②訪問時の面接から地域の社会資源の情報収集す
る。
③事業責任者と職員2名で元気はつらつ塾の参加者
がいる町に出向いてさらに情報収集を行い、町の
特徴を知る。知り得た情報を可視化できるよう
マッピングする。
②介護予防チェックリストハイリスク者訪問で、
自由記載等で気になる方(認知症の症状があるな
ど)と病歴をみて訪問を行い、モニタリングを行っ
ていく。

勅使地区：田畑などの役割を続けながら、交流の機会を通じて健康に対する意識が高まるまちづくり

東谷口地区：健康に対する意識の高さを活かし、誰もが集える居場所のあるまちづくり

勅使･東谷口地区高齢者こころまちセンター 小規模特養ホームちょくし

中野　裕紀

北村　貴子　

平成31年1月

前回の改善計画に対する取り組み・経緯

10月 3月
意　見 今回の改善計画

・４月から６月はコロナウイルス感染症
予防のため、地域の活動や会合等に参加
する機会がなく、周知が行えなかった。
・７月に勅使地区の見守り座談会に参加
し、ブランチの役割や地域型元気はつら
つ塾の進捗状況について説明を行った。
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項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

10月 3月
意　見 今回の改善計画

4

5

①東谷口地区の社会資源の把握(人の把握から)が
不足しているため、次年度は東谷口地区に重点を
置いて情報収集を行い追記していく。
②ブランチに関連した相談や連絡があれば、対応
した職員が日報にその都度記載していく。
③ブランチの活動が円滑に行えるよう、勤務表に
予定を組み込む。
④ミーティング時に、ブランチ・ブロック連絡会
で提供された事例等を用いて、ブランチの活動や
支援のあり方について学ぶ機会を持つ。
⑤地元医師との協働による介護健康相談を継続し
て参加し、どのような相談が入るかをまとめてい
く。

地域福祉コーディネート
業務について

介護予防に係るケアマネ
ジメント（第１号介護予
防支援事業等）の実施方
針

・地域型元気はつらつ塾に参加して、活動内
容、目的を理解し、介護予防活動に取り組ん
でいく。
・地域おたっしゃサークルに継続的に参加
し、ブランチ職員の顔を覚えてもらうように
する。
・軒下マップを通じて継続的支援を行い、個
の課題を整理していく。

・地域の情報共有を行う際、社会資源マップ
に必要な情報を追記する。
・ブランチ勉強会、面接技術研修等に参加し
て、ブランチ職員として知識やスキルアップ
を図り、事業所内部にも伝えていく。

①地域おたっしゃサークルやサロン、元気はつら
つ塾に出向いて、ブランチ職員の顔を覚えてもら
う。出向いた職員は、地域の方から相談が入った
時に介護予防としてサロンやはつらつ塾がどうい
うものか説明が出来るように内容や介護予防につ
いて理解を深める（事業責任者、職員2名が交代で
参加出来るよう予定表を作成する）。
②ブランチの周知を行い、参加出来なくなってき
た方や気になる方の情報を持っている方との繋が
りをつくり、町の方が見守り役となっていただけ
るように働きかけていく。休止中のサロンについ
ては、感染対策についての情報提供を行う等、再
開できるよう働きかけていく。

・１０月から地域型元気はつらつ塾が開
始となったため、今後参加していく。
・地域おたっしゃサークル活動への参加
はできていない。

・はつらつ塾が始まって、通う所
ができてよかった。楽しく参加し
ている。送迎してもらえるので、
参加できる。（参加者の声）

・地域型元気はつらつ塾が開設し、参加出来
る時は出向いている。はつらつ塾参加者2名
の進捗会議を行い、高血圧や歩行の気になる
点について、個別に訪問し確認していく事と
なった。
・感染予防等指導業務にて、宇谷すこやかク
ラブ、やまゆり健康サークルに出向いて講座
を行った。いきいきサロン３カ所について
は、休止していたため顔を出せていない。電
話での連絡は行っている。

・社会資源マップに、訪問時や地域の方から
の情報を追記できていない。特に東谷口地区
については、資源の把握が行えていない。
・ブランチ勉強会、外部研修に参加した職員
から、他職員へ研修内容について報告してい
る。面接技術について、ブランチ業務だけで
なく、介護する上でも必要なスキルとして勉
強になった、本人のニーズを把握していくこ
とは、難しいという意見があった。
・ミーティングでの事例検討は、できていな
い。
・ブランチ業務について職員間で意識に差が
あり、事業所内ミーティングで再度ブランチ
の役割について話し合いを行った。ブランチ
の電話対応や日報記入について全職員で取り
組み共有出来るように、事業所の業務日誌と
同じファイルに綴る事とした。

・社会資源マップは作成しているが、訪
問時や地域の方からの情報を追記できて
いない。
・「高齢者の保健事業と介護予防の一体
的事業」についての研修会に参加し、研
修内容を看護職員に伝えたが、看護職員
からはブランチとしての動きが難しいと
の意見であった。
・ブランチ活動、地域福祉コーディネー
ト業務について理解を深めるため、事業
所内ミーティングで、周知、事例検討を
行っていく予定。
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項　目 前回の改善計画

地域包括ケアシステムの
構築方針

区域ごとのニーズに応じ
て重点的に行うべき業務
の方針

介護事業者・医療機関・
民生委員・ボランティア
等の関係者とのネット
ワーク（地域社会との連
携及び専門職との連携）
構築の方針

介護予防に係るケアマネ
ジメント（第１号介護予
防支援事業等）の実施方
針

・ブランチが中心にしている集いを地域住民
の力を借りて、継続できるよう支援する。参
加者の思いや現状を把握し、地域ケア会議で
意見をもらう。

・相談表のデータをまとめて、職員間で課題
を確認する。確認した課題を地域ケア会議で
報告して、意見をいただく。全職員が各町の
サロン・サークル等に行き、雰囲気や活動内
容、どういう人がいるかを知り、ブランチ報
告書に情報を記載する。（1人1回以上）

①社会資源や閉じこもりになっている人の把握のた
め、サークルや地域の集まりに参加し、地域住民と関
係を深めていく。地域資源の一覧表に情報は追記し、
サークルの特徴や雰囲気等の情報も記載して職員が
サークルの特徴を伝えやすくしていく。
②訪問や送迎時のタイミングで「あいおす」（今立）
にまず寄ってみる。
③四十九の集いについての地域ケア会議がコロナ禍で
開催困難のため、なじみの職員が訪問し、生活状況の
把握や今後集いの継続についての思いを確認を行って
いく。

・軒下マップの活用をしていくため、ブラン
チで関わった事例の軒下マップから社会資源
の繋がりを活かすための事例検討をする。
（1件）
・地域ケア会議に職員がローテーションを組
んで参加し、地域との繋がりを作る。また、
職員各々の視点で地域課題を捉え、把握した
ことをブランチの報告書に記載する

・西谷・東谷のサロン・サークルに行き、
「山中地区高齢者こころまちセンター」の紹
介を行い、相談がしやすい関係をつくる。
・出向いた地域で地域の特徴を知るために、
町の行事や習慣を参加者から聞き、町ごとに
記録を残す。
・ゆざややまちづくり推進協議会と繋がりを
作るために地域ケア会議への参加をお願いす
る

・相談票の分析シートを圏域ごとにマーカーで印
し、職員各自が目を通してた。課題を明確にするこ
とまでは至っていないが、今後ミーティングで課題
の把握を行っていきたい。コロナ禍のため、サーク
ル活動が中止していたため、職員がサークルに参加
することはできなかったが、高齢者の通いの場にお
ける感染予防指導業務の講義を通して、雰囲気や活
動内容については、伺ったサークルは知ることがで
きた。今後サークルが再開し始めたら参加していき
たい。

・日々の定例的、定期的介護や世話があるにもかか
わらず、評価→改善→提供と細かくチェックし、支
援の向上に努めるスタッフの方々に感服していま
す。（西谷地区民生委員氏より）

①地域と繋がるために、地域や地区社協、まちづくり
等に出向き積極的に関係作りを行っていく。
②民生委員や地域の世話好きさん等に挨拶をしたり近
況の報告をし合いながら、地域の気になる人や町の特
徴を把握し、住民同士の繋がりが強いところと繋がり
が薄い地域のマッピングする。
③サークルにブランチの周知と参加者や地域の実状・
困りごとを知るため、コロナの状況に応じて出向いて
いく。難しいようであれば、サークルリーダーに困り
事がないか、近況の確認を行っていく。

・現在、事例検討を行うことはできていないが、年
度内に一回は開催したいと思う。事例検討には至っ
ていないが、相談票を作成したら職員全員が見れる
ようにしており、対応方法も相談しながら進めてい
る。初期相談の際や皆に周知したいこと等、ノート
に記入し、電話があった際に誰もが対応できるよう
にしている。
・地域ケア会議については、コロナ禍のため開催で
きていない。

・地域のケアマネジャーより、来年度はケアマネの
圏域会議を再開して欲しいとの要望あり。

①訪問に備えて、書類の準備（前回のケアマネジメン
ト表、軒下マップの持参）や、訪問前に職員間で事前
に話をする時間をつくる。面談時、情報の取りの工夫
を行う（できればその場で記録できることはする）。
②ケアマネ圏域会議については、社会資源の共有と地
域課題を話し合う機会とし、十分にコロナ対策を行い
開催していく。

・コロナ禍のためサロン、サークルが中止していた
ため、参加はできなかったが、感染対策の講義を通
じて10月に2か所出向くことができた。サークルの
雰囲気は知ることができ、顔つなぎも兼ねて行えた
ので、今後は再開したところから参加していきた
い。地区ごとの行事等の把握のため、今年度より地
区の記録を残すノートを作り記録を残すこととし
た。今後、運営推進会議の開催の際には、まちづく
り協議会、ゆざやの職員の方にも参加の依頼を行っ
ていきたい。

・地域住民より、何かあれば相談します。相談しな
くても済むように元気におれるようにこころがけた
いという意見があった。

①新規の人がサークルに参加しやすくなるよう、サー
クルの代表者やメンバーと了解のもと新規参加者の情
報を事前に共有していく。サークルに参加の可否を確
認し、参加できていなかったら、なぜ行けなかったか
を一緒に考える。
➁東谷地区に再度出向き、チラシの設置、周知に努め
る。チェックリスト訪問の際、現状把握だけでなく、
介護予防の視点を踏まえ元気はつらつ塾やおたっしゃ
サークルの参加等も勧めていく。また、おたっしゃ
サークルや地域型元気はつらつ塾の目的や開催日がわ
かる資料を訪問かばんに追加する。
③地区ごとのノートはあるが、活用するために、地区
のどんなことが書いてあると有意義に使えるのか、事
業所内で話し合いを行う。

・一年間を通して今年度はコロナ禍のため、住民向けの集
いは開催には至らなかった。四十九の集いについては、参
加者の思いや生活状況の把握には至っていないが、温泉地
区の集いの参加者については現状、生活状況の把握はでき
ている。

・地区担当と分析シートをもとに課題の検討を行った。独
居が多く、閉じこもり傾向にある事から、地区の世話好き
さんや民生委員からの孤立している方の情報収集を取り組
んでいきたい。今年度はコロナ禍のため、運営推進会議や
地域ケア会議の開催ができず地域課題を報告をすることは
できなかった。ブランチの自己評価は地域の方々に個別に
報告を行い意見を求めることは行った。サークルやサロン
へは、今年度一人1回は参加する予定であったが、コロナ
禍のため、参加することができなかった。しかし、高齢者
の集いにおける感染予防指導講義を通じて雰囲気や活動内
容については知ることができ、ブランチの周知にも努める
ことはできた。

・1件、職員皆で事例検討を行うことができた。事例を通
して医療との連携が必要である場合も多く、医療連携の必
要性も大事だということも学ぶことができた。地域ケア会
議の開催はできなかったが、地域との繋がりを大事にする
ことに努めた。

・今年度、高齢者の通いの場における感染対策講義を計5
か所開催し、こころまちセンターの周知も併せて行った。
講義をきっかけに民生委員と繋がることができ、ふんわり
ちゃんぽん大作戦の研修にも快く参加して頂きけた。温泉
地区広報にも研修参加の記事を載せて頂くことができた。
・西谷地区会館やみやま、温泉地区まちづくり、文化会館
にもコロナ禍でも対応できるよう、来所を外したチラシを
置くことで周知を行った。東谷地区については地区会館の
工事もあり、出向いたが周知には至らなかった。地区の
ノートを作成したが、コロナ禍のため、行事等もあまりな
く活用するまでには至っていない。

令和2年度　加賀市ブランチ評価　統括表

目指す姿

ブランチ名

施設管理者

事業責任者

ブランチ設置年月

『地域に住んでいる誰もが気楽に話し合える仲間やホッとできる居場所がある』
山中地区高齢者こころまちセンター　冨士見通りお茶の間さろん

桑原　好美

福永　典子

平成27年9月

前回の改善計画に対する取り組み・経緯

10月 3月
意　見 今回の改善計画

・地域住民向けの集いは、コロナ禍のため、開催で
きなかった。参加者の方から再開の希望の問い合わ
せが何度かあったが、感染対策の観点から開催を見
合わせ再開には至らなかった。今後開催に向けて感
染対策十分に行い、運営推進会議の場や参加者の
方々にも意見を頂きながら再開に向けて検討を行っ
ていきたい。

・集いの参加者から、コロナ禍のため、開催はでき
なくても仕方がないと思っているとの意見あり。
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項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

10月 3月
意　見 今回の改善計画

5

・資源マップの情報が誰が見ても活用できる
よう11月までに職員で話し合い、内容の整理
をする。また、追記や確認がしやすい場所へ
配置する。
・3月頃に、サロン・サークルや初期訪問で
集めた情報を資源マップに追記する。
・整理できた資源マップを地域ケア会議で参
加者に見てもらい、情報を教えてもらう。

地域福祉コーディネート
業務について

・ブランチ用の訪問かばんに資源マップを入れる事を行っ
た。また、社会資源の一覧表は随時追記を行っている。職
員各自、新しい社会資源については皆で共有し、周知に努
めている。ブランチ研修を終え、新たにブランチ訪問にい
けるようになった職員もおり、相談業務やコーディネート
業務にも指導を通して新たな気づきがあったり、自分たち
の振り返りにもなった。

・資源マップについては、各自知り得た内容を積極
的に追記を行っている。また、各種書類についても
見出しをつけたり、必要書類の書き方見本を作成し
たり、整理を行い、活用ができている。

・地域の拠点にふさわしい自己評価がなされてい
る。地域に信頼され高い評価を得ている所以であ
る。

①現在の資源マップは追記により、見にくい物となっ
ており、自分たちが活用しやすい物を改めて作成す
る。また、サークル等に出向いた際に参加者の方から
新しい情報を聞き取り追記していく。
➁運営推進会議、地域ケア会議等で地域の方々から地
域の社会資源について意見をもらう機会を作る。
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5

①サロンサークルの参加はコロナ禍の状況を
見ながら参加できる時は引き続き参加し、そ
の時に出た住民からの声を聞き取り、個別の
ケースを丁寧に対応する。
②入浴や買い物が困ったといった方も増えて
いるため、社会資源マップの追記を１回はお
こない支援に生かす。

介護予防に係るケアマネ
ジメント（第１号介護予
防支援事業等）の実施方
針

・独居の為、認知症が進行してからの相談が
多々ある。早期発見の為にも、民生委員や元
気はつらつ塾協力員および委託事業所、近隣
住民などとの情報共有を密に行っていく。

・コロナ禍の為、地域型元気はつらつ塾が休
止となり、筋力低下していく方が出てきてい
る現状があったが、そういう場合でも速やか
に情報が入ってきておりその都度対応した。
民生委員や住民からも相談はあり情報の共有
は出来ている。

・独居の方に対しては、民生委員からの相談
が多く、同行訪問し対応している。
・コロナ禍であり家に閉じこもりがちの方が
増え新規相談で実態調査をすると、事業対象
者ではないかと思われる方が増えているよう
に思う。又、筋力が低下され、元気はつらつ
塾の対象者ではないかと思う方や、住宅改修
が必要な場合もありその都度対応している。

・温泉場という地域の中、独居の方や物忘れ
の方が沢山いるので対応が大変だろうと思い
ます。又、色々相談するのでよろしくお願い
します。

①独居の方が多い為、民生委員や地域住民と
情報を共有し不安や心配を抱えている方に社
会資源やサークル等の参加を勧める。

地域福祉コーディネート
業務について

・限られた職員だけがサロンやサークルに参
加するのではなく、職員が交代して参加でき
るようなシフトを作成する。
・ブランチ内部ミーティングを定期的に行
い、悩んだケースや解決したケースを話し合
いをおこなう。個々のケース会議だけでな
く、ケースからでた課題を積み上げ、地域課
題の分析をしていく。

・コロナ禍の為、サロンやサークルの中止が
あり職員の参加はできていない。再開次第、
職員が交代で参加出来る様にする。
・ブランチ内部ミーティングは定期的に実施
しており情報の共有は出来ている。話し合い
はしているが地域課題の分析までには至って
いない。

・サロンへの参加は、コロナ禍で中止となっ
ている所があり数回は参加できたが、継続は
出来ていない。

・いらっせ湖城は、ブランチ、福祉コーディ
ネーターとして、相談場所という事は周知さ
れていると思います。これからも地域住民の
為に頑張ってほしいと思います。

①相談のあった高齢者すべての軒下マップを
作製しているので、町ごとに見比べて共通す
る人や場などの資源を確認し、ブランチとつ
ながりをもつ
②軒下マップを生かした支援をするため、継
続的に２事例において事例検討を行う。

区域ごとのニーズに応じ
て重点的に行うべき業務
の方針

・民生委員との連携、関わりを深め、地域高
齢者の情報を得る。
・前年度に運営推進会議で出た「入浴」「ご
み捨て」の課題を、今年度の運営推進会議の
場を活かして、課題解決に向けた（対応や社
会資源）話し合いを行っていく。
・ブランチ新規訪問一覧表のデータから、地
域の方が何に困り何の相談があるのか、事業
所内ミーティングで分析する。また、その地
域の実情を運営推進会議で地域の方にも報告
し、見えてきた課題を一緒に考えていけるよ
うな関係性を築いていく。

・民生委員からは電話や来所されての相談が
あり、対応をしている。
・独居の方が片山津圏域には多いため、民生
委員との連携、関わりはとても深くなってい
る。
・運営推進会議の場での話し合いは、コロナ
禍の影響で開催できていない。
・地域課題について、新規相談者一覧表から
データ分析しての話し合いは出来なかった
が、民生委員からの相談や地域住民からの相
談には、何に困り何の相談なのかという事を
ブランチ職員間では共有出来ている。

・民生委員との関りはとても深くなってい
る。民生委員の方も、いらっせ湖城が片山津
圏域の『身近な相談窓口』という事を周知さ
れており、電話や来所され、地域住民の困り
事の相談をされる。

・コロナウイルス感染症の影響で運営推進会
議が中止になったので地域の事はあまり分か
らない。
・『利用者をよく知る』為の手段として、ス
タッフが共有している何かのルーツがあると
良いと思います。
・町や民生委員との関りの中で、コロナの影
響がなかったら達成可能な計画になっていた
と思います。

①相談内容の中には、引きこもりや生活保護
（経済的問題）障害のある人の相談もあり、
対応困難な場合、基幹地域包括支援センター
と相談し対応していく。
②①の支援にあたり、必要な知識について
は、勉強会を１回は行う。
③新規相談者一覧表からデータ分析（感覚で
はなく、目で見える化を行う）を職員と共有
する
④地区の社会活動（ボランティアやサークル
などの数や内容などの社会資源を追記し、ま
とめる。

介護事業者・医療機関・
民生委員・ボランティア
等の関係者とのネット
ワーク（地域社会との連
携及び専門職との連携）
構築の方針

・元気はつらつ塾の協力員や委託事業所、サ
ロンのボランティアの方達と繋がりを持ち、
地域の情報を共有していく。
・相談に対して即対応できるよう、運営推進
会議の場を活かして、地域の情勢を共有した
り、課題解決に向けた話し合いを行ってい
く。状況に応じて必要時は関係者との連携を
図る。

・コロナ禍で運営推進会議を開催し、問題点
など話し合いは出来ていたが、現在コロナの
影響で運営推進会議は中止している。しか
し、運営推進会議の場だけではなく、状況に
応じて必要時、地域包括支援センターや民生
委員と同行訪問し連携を図っており、繋がり
は保たれ情報も入ってきている。

コロナ禍で元気はつらつ塾やサロン、サーク
ルが中止となっていた所もあり、その間しば
らくは繋がりを控えていた。少しずつ再開さ
れ状況に応じて連携を図っている。
・運営推進会議は、今年度はコロナ禍で中止
しているが、運営推進会議の場だけではな
く、地域包括支援センターや民生委員との連
携、情報共有は出来ている。

・サロン、サークルも今年度はコロナの影響
でお休みしている所もあり、連携は難しいと
思います。
・コロナ禍で防災の仕方が変わりつつあると
思います。コロナ対策用の訓練など対応が必
要だと思います。

①地域包括支援センターの機能や地域包括ケ
アシステムの理解について年３回勉強会を行
う。
②相談や継続訪問を担当制にし高齢者の理解
を深める
③ブランチ活動の実績（データ分析）や状況
を職員間で年２回共有する
④③のデータや課題を第２層協議体（運営推
進会議）で報告し取り組みについて話し合
う。

平成27年7月

項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

意見 今回の改善計画
10月 3月

地域包括ケアシステムの
構築方針

・職員の人事異動があり、新しい体制の中で
ブランチ業務を行っている。新人職員や異動
職員はブランチ業務や包括ケアシステムの理
解があまりない。職員会議などを通して、職
員間でブランチ業務や地域包括ケアシステム
について再度共有をおこなっていく。また、
片山津圏域が抱える地域課題を事例を通して
学んでいく。
職員会議などの学びを活かし、新たな職員が
チェックリスト訪問できる体制を築いてい
く。

・新人職員及び異動職員にはオリエンテー
ションや事業所内の勉強会、同行訪問等で学
びの機会を設けている。職員と一緒に新規訪
問や継続訪問を行ってはいるが、１度の訪問
で全てを教える事は難しい。
・片山津圏域が抱える課題は事例を通して職
員間で共有出来る様に努力している。
・チェックリストのハイリスク者訪問は、コ
ロナ禍の影響もあり電話での対応となってい
る。訪問が必要と感じられた時、新人職員と
同行訪問し、次年度に対応できるよう体制を
検討している。

・相談及び支援が必要な人に、新人職員と同
行訪問した。高齢者の状況を見る中で、何に
困っているのかを具体的に聞き出し対応して
いる。
・今年度のチェックリストのハイリスク者訪
問はコロナ禍の影があったが、後半は訪問し
た。中には、何度電話しても、何度訪問して
も不在で、時間をずらす等工夫したが、対応
できない方もいた。

・高齢者でも、自分はまだ介護者ではないと
思っている方や、地域包括支援センターとい
う言葉さえ知らない方等、介護に関心のない
方や、又、家に閉じこもりの人達に対して、
地域包括支援センターという存在を知らせる
のは少し難しいと思いますが、コロナウイル
ス感染症が終息したら、祭りなどに、いらっ
せ湖城ブランチというコーナーを作ってみた
らどうですか。

令和２年度　加賀市ブランチ評価　統括表

ブランチ名 片山津地区高齢者こころまちセンター　小規模多機能ホーム いらっせ湖城

目指す姿

隣近所が顔見知りになり、見守り助け合いできる関係になる。

施設管理者 福　島　和　江

事業責任者 前　田　さ　よ

ブランチ設置年月
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項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

意見 今回の改善計画
10月 3月
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1

2
区域ごとのニーズに応
じて重点的に行うべき
業務の方針

・一人暮らしの高齢者の生活状況の把握
について、基本チェックリスト訪問や
サークル、サロン、地域型元気はつらつ
塾、民生委員の定例会に出向き確認して
いく。確認できたことや気づいたことな
どはミーティング時に他のスタッフとも
共有し課題等があれば検討していく。

・一人暮らしの高齢者の生活状況については、サロンや
サークル活動が行われている時期にはなるべく参加し、
生活状況や気になることはないかなど話をする機会を作
るように心がけた。一人暮らしではないが町の気になる
方について、橋立地区の本人が出向いている他事業所と
連携し情報を共有した。訪問方法や家族への介入方法に
ついて一緒に検討することで、迅速な訪問に繋げること
が出来た。
・地域型元気はつらつ塾に参加し、協力員や委託事業所
から参加している方の気になることがあれば気軽に相談
できる関係性の構築に努めた。サロンやサークル、地域
型元気はつらつ塾に事業責任者以外の職員が参加し、地
域に出向く機会を作ることが出来た。

・一人暮らしの高齢者の生活状況の把握について、
サークル、サロンへ出向き、主になる方から気になる
方の情報を得たり、参加者から直接聞く機会を持つこ
とが出来た。町の気になる方については9町全部ではな
いが、民生委員と気になる方がいれば情報を共有しあ
いながら連携をとることが出来た。
・定期的に民生委員の定例会、区長会、社協主催の地
区座談会（今回は橋立地区見守りネットワーク振り返
り）にはしたて生活支援センターの職員と共に参加
し、地域との関係性の構築や顔の見える関係作り、相
談があればすぐに対応できる相談支援体制つくりに取
り組むことが出来た。民生委員からの直接相談も年々
増えてきており、共に連携しあえる関係性を持つこと
が出来ている。
・介護予防と保険事業の一体的事業を実施し、生活習
慣病の悪化防止のために個別相談や健康教育をおこ
なった。

・各サークルやサロン、地域型元気はつらつ塾に
出向くことは高齢者の生活状況を素早くキャッチ
できると思うので大切だと感じる。民生委員の会
合などにも参加してもらう事で色々な情報が得ら
れると思う。
・各町では月末に区費の納入日があり、その時の
情報を区長と共有することも大切だと思う。区長
は一人暮らしの高齢者ともこの場で話す機会を作
るように心がけている。そこから気になる方がい
れば、情報を共有しておくことも大切だと思う。

①一人暮らしの高齢者の生活状況の把握について、各
町の区長とも相談しながら区費の納入日にブランチ担
当が年１回会館に訪問し、各町の区長と情報共有を図
る機会を作る。また、住民とも顔の見える関係性の構
築を図るため、区費の納入日に会館でブランチの案内
チラシを配り、困ったことがあればすぐに相談できる
よう、周知を図る。町の会館へチラシの設置をお願い
する。
②相談時の地区データや基本チェックリスト等を基に
橋立圏域の生活機能リスクが高いことや高血圧の既往
のある方が多い事が現状である。サロンやサークル、
地域型元気はつらつ塾、通いの場を活用し、地区の
データを見せながら看護師が高齢者の健康に関する不
安等に気軽に相談に応じていく。看護師がサポートで
きる窓口があることをチラシ等で周知し、町の理解を
得ながら【町の保健室】としての開設を６月末までに
目指す。

①スタッフ全員で基本チェックリスト訪問を行い、ブ
ランチ事業責任者と特定スタッフ１、２名の計３名程
度で初期相談を行っていく。
②年３回は民生委員の定例会、区長会、まちづくり事
務局に出向く等し、敬老会等の実施状況やブランチの
活動等の情報共有を図る。そして、一人暮らしの方、
高齢者世帯、生活にお困りの方等について民生委員と
連携しながら把握し、必要な方へ訪問などサポートに
努めていく。
③橋立町サロンの設置に向けて、要になる地域住民の
方等と必要性、内容、継続可能な方法等について検討
していく。町の方が主体となって動いており、進捗状
況を毎月確認しながら必要時バックアップしていく。

平成27年9月

項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

意　見 今回の改善計画
10月 3月

地域包括ケアシステム
の構築方針

・スタッフ全員が、基本チェックリスト訪
問や相談時に本人の「出来る力」に着目し
ながら本人の意欲や今までの生活歴、背景
に配慮し、介護予防の取り組みについて提
案できるように、月1回のスタッフミーティ
ングにて事例検討や勉強会を設け取り組ん
でいく。
・地域で行われている高齢者対象の笑和の
会（一人暮らしの方対象）や敬老会など
は、参加率が年々低くなってきている現状
があるが、一方、活動を盛んに行っている
現状がある。橋立地区にどのような場があ
るといいのか運営推進会議で住民の意向を
聞き整理をし、民生委員や区長、まちづく
り推進協議会とも連携し、ニーズに即した
体制を作っていく。

・新型コロナの影響で基本チェックリスト訪問が電話連
絡での対応に切り替わったため、訪問するときとは違
い、顔の見えない状況の中で「本人の出来る力」に着目
することが難しかった。過去に基本チェックリストや相
談などで関わった事がある方については事前に情報を把
握し変化について確認できるように努めることが出来
た。
・新型コロナの影響で運営推進会議や地区座談会、地域
の行事、施設内での地域の方との交流などが行えず、地
域の声を聴く機会を持つことが難しく橋立地区にどのよ
うな場があると良いのか意見を聞くことが出来にくい状
況であった。地区会館の館長から町の活動情報等を聞く
機会を作り現状の把握に努めることが出来たが、活動自
体が自粛しているところもあり、ニーズの把握にまでは
至っていない。

・基本チェックリスト訪問や初期相談時に本人の「出
来る力」やこれまでの「生活歴、背景」に配慮しなが
ら関わることが出来た。勉強会などは出来なかった
が、各々が訪問に行った際に気づいたことや感じたこ
となどを報告しながら次回の訪問時に繋げられるよう
に取り組めた。
・運営推進会議、地域ケア会議等が新型コロナの影響
で行えず、地域の方との意見交換が行えなかった。そ
の為、こちらからまちづくり協議会事務局等に出向
き、町の状況や課題など話せる機会を作り、意見交換
を行った。町の活動が未だに自粛している事もあり、
ニーズの把握までには至っていないが、コロナ禍でも
行えることもないか、民生委員とも話す機会を持つこ
とが出来た。

・新型コロナの影響で敬老会や笑和の会（一人暮
らしの高齢者が集う会）等の集まりが出来なかっ
た。あらゆる面で自粛が求められ、特に高齢者は
外出の機会が失われてしまっていた。感染リスク
を抑えて高齢者が少しでも触れ合う機会や顔を合
わせて会話が出来る機会を持つことが出来るよう
な取り組みが求められている。
・新型コロナの影響でブランチとしても中々訪問
できないケースもあったのではないかと思う。ま
ちづくりの事務局や民生委員、区長等のところに
足を運びながら、一人暮らしの高齢者などの暮ら
しを把握することは大変だったと思う。これから
は隣近所がお互いに接して情報を持つことが大切
になってきてくると感じている。

令和２年度　加賀市ブランチ評価　統括表

ブランチ名 橋立地区高齢者こころまちセンター　小規模多機能ホームはしたて

目指す姿

遠い親戚より近くの住民～ちょっこし不便かもしれんけど、安心がある町！橋立～

●人と人、人と場のつながりが途切れず、途切れている場合は結びなおし、つながっていない場合は新たにつなぎ、更には次世代
へつなでいくことで、年齢や障害の有無に関わらず、安心して暮らせる町づくりを地域の人と一緒に取り組みます。
●まずは、地域の人に気軽るに「ねぇ、ねぇ、姉ちゃん、兄ちゃん、ちょっと、ちょっと」と相談してもらえる関係づくりを目指
します。

施設管理者 田中　直也

事業責任者 道端　由香里

ブランチ設置年月
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項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

意　見 今回の改善計画
10月 3月

3

4

5

①地区の広報等でブランチの活動実績（相談実績の
データなど）や介護予防や生活習慣病予防のポイント
などの記事の掲載を定期的に行う。継続掲載すること
で、相談窓口として住民に知ってもらうことで、ブラ
ンチがどのような機能で、どのような活動をおこなっ
ているのか周知する。
②「防災」をテーマにしたマップ作りを地域住民の方
と一緒に作成し、防災の観点から隣同士が気にかけあ
うような取り組みができないか検討する。その中で防
災対策や一人暮らしの方、高齢者、障害の方等の把握
に努めて行く。とりわけ、防災の意識が高く、昨年
度、コロナの影響で実施できていなかった小塩町の
マッピング作成ができないか町の要になる方と相談
し、年度内１回は集まりができるよう取り組む。
③社会資源マップの追記を１回おこなう。

介護予防に係るケアマ
ネジメント（第１号介
護予防支援事業等）の
実施方針

・保健推進員と食生活改善推進員とタイ
アップし、健康づくり活動を積極的に進
めていけるように交流を重ねていく。
・事業責任者が保健推進員の会議に参加
させてもらい、健康作りや生きがい作り
が高齢者の分野でも協同して取り組めな
いか検討していく。
・地域型元気はつらつ塾において食生活
改善推進員【食改さん】にも参加しても
らい、地域型元気はつらつ塾で行ってい
る月1回の食事会にて、高齢者の食事の
大切さや食生活のアドバイスなどについ
て協力してもらえないか検討する。
・地域型元気はつらつ塾の活動内容につ
いて、運営推進会議や民生委員の定例会
などを通じて具体的な活動内容や対象者
等周知していく。

・保健推進員の活動内容について基幹型から活動等の情
報収集に努めたが、新型コロナで活動を行っていないと
のことで、タイアップについては今年度は難しいと思わ
れる。食生活改善推進員食改さんの活動も同様。常時、
食生活改善推進員食改や保健推進員の活動については確
認しながら活動に繋げていけるように取り組んでいく。
・地域型元気はつらつ塾の活動内容について、運営推進
会議の開催が行えていないので周知できていない。基本
チェックリスト訪問や相談などがあった場合に地域の方
には活動内容などの周知は出来ている。

・新型コロナの影響で保健推進員、食生活改善員は活
動を行っておらず、健康づくりの活動が行えなかっ
た。同様に、保健推進員の会合なども行っておらず活
動が困難であった。
・地域型元気はつらつ塾の活動内容については運営推
進会議が書面でしか行えておらず、具体的な周知や活
動内容を伝えていく事が難しかった。その中でも個別
の訪問時やまちづくり推進協議会の方には加賀市のガ
イドブックを参照し地域型元気はつらつ塾の活動や内
容など周知することは出来た。

・今年度は橋立地区会館の大規模改修に向けて高
齢者が集まりやすいように住民の要望を聞いた。
バリアフリー化を行い、地域の高齢者がいつまで
も元気で暮らし続けられるようにサロン等の開催
を計画していきたい。
・コロナ禍で感染リスクが高い中ではあるが、細
心の注意を払って今までと同様に地域の会合等に
も参加し高齢者や一人暮らしの方の情報を収集し
対応してほしい。

①相談者へ適切に資源を紹介するため、ブランチ職員
が圏域内のサービスの内容を知る。圏域内にはデイ
サービス、デイケア、元気はつらつ塾、地域おたっ
しゃサークルがある。見学し参加者、サービスの機能
の違いなど職員間で共有する場を４回持つ。
②保健推進員や食生活改善推進員と連携し活動をす
る。橋立圏域は、認知機能低下の方の相談が多かった
り、高血圧症の方が多いので、元気はつらつ塾で、減
塩のポイントや注意点などの講義や実技を行う。

地域福祉コーディネー
ト業務について

・まちづくり推進協議会や各サロン、
サークル、地域型元気はつらつ塾等の拠
点において情報収集し、スタッフミー
ティング時、定期的に地域資源のマップ
の見直しを行う。
・地域の見守り体制の構築のため、地域
の集いの場など、誰がどこでよく集まっ
ているかなどを、地域資源マップを見直
しをしていく過程で地域の方と一緒に地
図におとす等、目に見える形で作成して
いく。
・まちづくり推進協議会とも必要時意見
交換を行い情報の共有を図りながら町の
課題に対して何かしらの取り組みに繋げ
られるように検討を行っていく。

・地域資源マップの見直しについて地域の方と一緒に行
う事が難しいため、ブランチ活動で知り得た情報の社会
資源一覧表に落としこんでいる。

・地域資源マップの作製を住民と共に作成することが
新型コロナの影響で行えなかった。
・まちづくり事務局の方のご厚意でブランチや生活支
援センターの事をより多くの住民に知ってもらう機会
の一つとして橋立地区だよりのブログや町の広報にブ
ランチと生活支援センターの紹介を記事として取り上
げ、地域の方に相談窓口の周知を図ってもらえた。し
かし、周知後の反応はない状況。
・コロナ禍で町の活動自体も中止・制限されることも
多い中で、民生委員、まちづくり事務局、区長との繋
がりが途切れないように地区会館に出向いたり、研修
会に一緒に参加する機会を作ることが出来た。地域お
たっしゃサークル等集いの場にも足を運び、顔の見え
る関係つくりを行った。直接、ブランチに相談が入る
ことが増え、困っている方へのアプローチがタイム
リーに出来た。
・橋立町の元気クラブが解散となり、高齢者の集う場
がなく活動したくても出来ない、世話役がいない等の
課題があった。区長と相談し、高齢者の活躍する場や
参加する場の開催に向けた話し合いが出来た。

・福祉協力員を一昨年２名から昨年は１２名に増
員した。今年度は更なる増員が予測されている。
町の役員、班長の仕事の一つとして
①高齢者、要支援者へ月１回程度の声掛け
②避難訓練、災害時の避難誘導
③敬老会等、活動等の補助を福祉協力員の任務と
した。
・防災訓練もコロナ禍を理由に出来なくなってき
ている。しかし、災害は待ってはくれない。さら
に通常時でも高齢者や要支援者に関しては本当に
必要な訓練が出来ていないのが現状である。大掛
かりな訓練よりも高齢者、要支援者を含め実際に
どのような方法で安否確認し、救助、避難を確保
出来るのかシュミレーションする必要があると考
える。お互いに協力しあいながら活動が出来ると
よい。

①事業責任者が変わったことや区長が新しくなったこ
ともあり、再度、地区の見守り座談会、民生委員の定
例会、区長会等に参加し顔の見える関係性作りを行
い、いつでも気軽に声をかけてもらったり、窓口に訪
問してもらえるように努める。担当が変わっても継続
して相談しやすい関係作りを構築していく。
②運営推進会議でブランチの活動報告を行い、町の課
題等について参加している民生委員、区長、地域の
方、ケアマネ、生活支援専門員等と一緒に検討し、取
り組みについて話し合う。

介護事業者・医療機
関・民生委員・ボラン
ティア等の関係者との
ネットワーク（地域社
会との連携及び専門職
との連携）構築の方針

・今後も年齢や障害の種別に関わること
なく、地域の身近な相談窓口として活動
出来るよう、はしたて生活支援センター
と一体的に取り組み検討できるものにつ
いては検討していく。

・事業責任者以外のスタッフにも、地区
見守り座談会、民生委員の定例会等に定
期的に参加できる機会を設け、各町の民
生委員や区長と顔の見える関係作りを継
続的に行っていけるように取り組んでい
く。そして、一緒に一人暮らしの高齢者
や支援が必要な方の見守り体制を構築し
ていく。

・はしたて生活支援センターとは障害を持った方の相談
があれば情報共有し、いつでも連携できるように体制を
整えることが出来た。町で見かけた気になる方の相談を
したことで、タイムリーに関わってもらうことができ
た。
・新型コロナの影響で地域の会合や集まり、行事等に参
加すること難しく、他のスタッフも同様に地域に出向く
機会を持つことが少なかった。コロナ禍でも民生委員と
は電話で情報共有するなどし町の気になる方の共有を
図っていた。今後は新型コロナの状況を見て中断してい
る民生委員や区長を含めた地域の方との地域ケア会議を
開催出来るように努めていく。

・高齢者の相談が全体を占めていたが、障害の方の相
談もあり、はしたて生活支援センターと連携し取り組
めた事例もあった。
・新型コロナの影響もあり、事業責任者以外の職員が
地域の集まりに参加することは感染拡大予防の為難し
かった。
・同じ圏域にある他事業所、民生委員、まちづくり協
議会事務局、地域型元気はつらつ塾の協力員と連携を
取り、地域で暮らしている高齢者等で気になる方がい
ればすぐに相談してもらえるような関係性を持つこと
が出来、早期に相談に繋げ問題解決を図ることが出来
たり、必要な機関につなぐことが出来た。

・橋立町は世帯数が１１３世帯あり、高齢者や一
人暮らし世帯も３割程度ある。毎月１回の区費の
納入日は本人が町事務所を訪れる唯一の機会であ
る。これは町にとっても対面で話が出来る機会で
もあり、なるべく徒歩で訪れるように促してい
る。この他にもこのような機会を設けて大勢では
なく、対面できる場面を増やしていきたい。
・コロナ禍で各団体や関係者と情報交換する事が
難しいとは思うが、連携して体制を整えながら少
しずつでも進んで課題の解決に向かっていって欲
しい。
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①ブランチミーティング（年4回程度）で当
月訪問した住民の軒下マップを確認し、アプ
ローチが必要な方がいないか話し合う。
②軒下マップは、記入漏れを防ぐため、覚え
ている間に記載したり、メモを残す。また、
本人と軒下マップを記載し、本人を見る視点
を増やす。

区域ごとのニーズに応じ
て重点的に行うべき業務
の方針

・ブランチミーティングでサークル活動参加
の意味を伝え、感じた事を聞き取っていく。
・今後元気はつらつ塾の協力員として活動で
きる人を把握する意味でも、町ごとに社会的
活動を希望する人や又活動している人の一覧
を作成し、町ごとのファイルの見やすい所に
添付する。

・全スタッフが集まって行うミーティングは
出来なかったが、10月～地域おたっしゃサー
クル活動を開始している地域に出向くスタッ
フには、サークルでの新型コロナウイルス感
染予防対策の確認と住民の声を聞き取るよう
に伝えた。
・元気な住民把握の為一覧表を作成する事と
しているが、私達の頭の中にあり「見える
化」まで至っていない。

・サークル活動や元気はつらつ塾へ参加した
り相談業務から見えてきた地域の課題とし
て、出向く場所が少なく、そこへ行く手段が
ないと言う事だと思う。元気はつらつ塾は
「迎えに来てくれる」為参加する事の不安は
少なかった住民が多い。
・ブランチミーティングでは地域課題を話し
合うまでには至らず、相談業務で迷ったこと
等を話し合った。
・元気な高齢者を把握するため、元気はつら
つ塾の協力員の名簿をまとめた。

・元気はつらつ塾の準備委員会は、今後地区
の高齢者支援として地域ケア会議の場となっ
てほしい。
・元気はつらつ塾が立ち上がった後も定期的
に地域の方と話し合いが出来たらいい。
・地域課題はこの辺は何にもないこと。
・バスもないし車がなければどこにも行け
ん。
・民生委員からいろいろ聞くと参考になる。

①民生委員の定例会に参加し、元気な高齢者
の情報を得ることで、ブランチに相談があっ
た方の軒下マップに繋げて支援を考える。
②元気はつらつ塾からの地域の課題におい
て、はつらつ塾準備委員のメンバーととも
に、地域課題について話し合える場を１回は
開催愛する。
③コロナ禍で行事の開催が難しい現状があ
る。地区内をブランチスタッフが歩き、出
会った方へ金明地区こころまちセンターや感
染対策のチラシを配付し、コロナ禍での住民
の暮らしや思いを聞き、住民を支える取り組
みにつなげる。

介護事業者・医療機関・
民生委員・ボランティア
等の関係者とのネット
ワーク（地域社会との連
携及び専門職との連携）
構築の方針

・ブランチミーティングで当月訪問した住民
の軒下マップを確認し、アプローチが必要な
方がいないか話し合う。
・軒下マップの更新を行う。

・チェックリストで訪問したことがある方の
場合は、再度訪問する時は軒下マップの更新
を行っている。

・かかわりが何度かある方については軒下
マップの更新を行っている。
・当月訪問した方の軒下マップを確認し、話
し合うまで至っていない。

・1人暮らしの方も増えるのでいろいろな情
報は必要だと思うが、聞かれて嫌な方もおい
でると思うので聞き方は考えないといけない
ね。
・軒下マップはすごい個人情報が満載。私だ
とそんなの書かれると嫌です。
・軒下マップって何？
・軒下マップは本人に書いてもらったらいい
のでは。（聞かれて嫌な人もいる）

①元気はつらつ塾に月１回は参加し、参加
者・協力員の声を進捗会議で委託事業所と共
有し、参加者の目標が達成されているか確認
する。
②宮野健康クラブは中止しており、再開にあ
たり住民の再開への思いを確認する。その上
で、再開にあたっては、感染予防対策を行
い、区長だけでなく老人会の理解も得る等、
住民主体で実施できるよう後方支援を行う。
③ブランチ業務を行うスタッフ全員が、相談
者に適切なアドバイスができるよう幅広い知
識を持つ。そのために、ブランチで勉強会を
年４回行う。

平成29年10月

項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

意　見 今回の改善計画
10月 3月

地域包括ケアシステムの
構築方針

・元気はつらつ塾については時期を確認しな
がら開校に向けて準備委員会を再開する。
・元気はつらつ塾の対象者については都度丁
寧に説明する。
・宮野健康クラブの運営には絶えず気にかけ
継続の為の後方支援を行う。
・ブランチ業務は事業責任者が殆ど訪問に行
くためスタッフの訪問回数が少ない。スタッ
フにも業務を担ってもらう為初回訪問は2人
体制で行う。

・元気はつらつ塾については、新型コロナウ
イルス感染予防の為開催が延期になってい
た。加賀市内の状況から8月19日の開校に向
けて7月2日に準備委員会を行った。8月5日に
協力員説明会を行い顔合わせや打ち合わせを
行ったが、その後加賀市内で感染者が出たこ
とで再度延期になった。10月7日に開校する
ことができ参加者は6名、協力員14名でス
タートした。
・宮野健康クラブは、町に相談したがコロナ
禍で会館が使用できないため、活動を中止し
ている。
・相談者宅への訪問は、事業責任者以外のス
タッフも訪問に行けるよう事業責任者と2人
体制で訪問を行った。現在は事業責任者以外
でスタッフ１名が1人で訪問できるように
なった。訪問で困ったことは、都度報告を受
け相談を受けている。

・元気はつらつ塾の参加者は11名に増えてお
り、参加者からは「楽しい」「参加できてよ
かった」との声が聞かれる。3月に進捗会議
を行い委託事業所へ要望を伝えたり、参加者
の状況について情報を共有した。
・元気はつらつ塾の協力員や参加者から住民
の参加希望をお聞きした時は即座に対応して
いる。
・宮野健康クラブ再開については体制を整え
る必要があり、現在も休止となっている。
・ブランチでの相談業務は即時的に対応する
為、ブランチ担当スタッフ３名で行ってい
る。また、10月から一体的事業のモデル事業
を看護師が行っている。

・宮野健康クラブの運営については、老人会
が関わっていないので難しい面があると思
う。必要な活動なのでぜひ継続していきたい
と思うがコロナが落ち着かないと出来ない。
・元気はつらつ塾がスタートし参加者が少し
ずつ増えている。20名まで増えたらいい。
・元気はつらつ塾の協力員は14名登録してい
る。地域には協力してくれる住民が沢山おり
嬉しく思う。
・元気はつらつ塾の対象者はどのような人か
わからない。
・ブランチとしてよく顔を出してくれている
ので、その時に相談が出来る。

令和2年度　加賀市ブランチ評価　統括表

ブランチ名 金明地区高齢者こころまちセンター　小規模多機能ホームきんめい

目指す姿

病院、店がなく不便だが、隣近所の繋がりが強い。お互い助け合いこれまで通りの暮らしが出来る町に！！！
・8町全てに「集う場」があり、ちょっとした相談が出来る場がある。
・身近な相談窓口として、地域の中で支援を必要とする人々を把握し生活課題の早期発見に努める。施設管理者 西　邦子

事業責任者 西　邦子

ブランチ設置年月
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項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

意　見 今回の改善計画
10月 3月

4

5

①今年度行えなかった野田町、宮地町のマッ
ピングを、次年度は個別に伺った情報をマッ
プに落とし込んだり、サロンが再開された際
には住民と一緒にマッピングを行う。
②訪問の際対応に迷ったケースは、事務所に
戻って当日中に相談し、対応方法を検討す
る。事業責任者以外のスタッフがその場で判
断し対応できるよう育成する。
③資源マップの追記・修正を１回する。

介護予防に係るケアマネ
ジメント（第１号介護予
防支援事業等）の実施方
針

・地区全体を把握する為に民生委員との意見
交換を続ける。
・サークルに参加したスタッフは、町民会館
の事務やお世話人に「心配な人」がいないか
お聞きする。
・名札を検討する。

・新型コロナウイルス感染予防のため、民生
委員定例会には参加していない。今まで参加
していたことでブランチと顔見知りになり、
以前民生委員だった方が元気はつらつ塾の協
力員につながった。また、ブランチとの意見
交換会があったから良かったとの声があり、
新型コロナウイルス感染対策をした上で、市
と相談しながら定例会に参加していきたい。
・小塩辻のみ地域おたっしゃサークルを行っ
ている。心配な方を把握すると共に新型コロ
ナウイルス感染予防対策を確認している。

・民生委員定例会には今年度は参加しなかっ
たが、元気はつらつ塾の協力員の中に民生委
員もおり、相談を受ける体制は出来ている。
・相談を受けた際、すぐに介護サービスに繋
げるのではなく、地域おたっしゃサークル等
他の社会資源も考え声掛けを行っている。
・名札の名前が見にくいとの指摘があり名前
を大きくした。

地域福祉コーディネート
業務について

・介護保険は本人保険であり自立支援である
ことを再度確認する。
・全町のマッピングを見直す事は難しいので
次年度は野田町、宮地町のマッピングを行
う。

・相談者やご家族と面談する上で「何に困っ
ていて、どうなりたいか」「サービスを利用
する事でどのような自己実現を目指すのか」
を念頭に置いている。
・事業所行事の中止や健康クラブの延期等で
町内の方とマッピングをする機会がなかっ
た。

・相談者との初回面接では、デマンドではな
く、本人の生活状況や生きてきた背景等の話
からニーズを探るように心がけている。判断
に困る時はスタッフに意見を聞くなどして、
デマンドからのサービスに繋げないようにし
ている。
・事業所行事の中止や健康クラブの延期等で
町内の方とマッピングは行えなかった。

・町の事は区長さんがよく知っているので
マッピングは区長さんと一緒に行うといいの
では。
・他地区では防災の為に「1人暮らし」「気
になる人」のマッピングをしていると聞いた
ことがある。地区で行われている見守り座談
会に参加し住民とマッピングが出来るといい
と思います。
・全町は難しいので１つづつ焦らずに行った
らいいと思うが、コロナの時期は出来ない
よ。

・名札は名前が大きくて分かりやすい
・今年度はサークル活動を休んでいる期間が
あった
・元気はつらつ塾が始まって住民の行くとこ
ろが増えてよかった
・町民会館の事務の方と顔見知りになり情報
が入ってくる仕組みはいい事なので、スタッ
フも気にして声掛けを行ってほしい。

①地域おたっしゃサークルは町単位で行って
いるため、様々なな理由から同じ町の集まり
に参加したくない方もいる。そのような方に
は、今までの活動状況を軒下マップから把握
し、途切れたところへのつなぎなおしも考え
た上で、元気はつらつ塾を紹介する。
②民生委員の定例会に参加し、地区のデータ
や訪問から感じる傾向を伝え、地域について
意見交換できる場を年２回もつ。
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①コロナ禍で前年度出来なかった新規民生委員の
方々とブランチ職員との顔合わせを行う。具体的に
は、運営推進会議に職員が順番に参加し、参加され
る民生委員の方々と顔を合わせていく。
②昨年度に引き続き、地域住民へのブランチ周知の
為、作見広報に今年度も１回は掲載してもらうよう
地区会館に働きかける。毎年掲載してもらえるよう
に地区会館とのつながりを意識し、元気はつらつ塾
等地区会館に顔を出した際は、地区会館の職員や出
入りしている住民の方に挨拶の声かけし、地域との
ネットワークの構築を行っていく。

区域ごとのニーズに応じ
て重点的に行うべき業務
の方針

・相談を共有するために相談票をミーティン
グノートに挟んでいたが、相談票を共有した
際に面接に行っていない職員が疑問に思った
ことなどを書き込んでもらう。訪問後、職員
にフィードバックする機会として、月１回の
ミィーティングで事例の共有及び検討をす
る。
・相談集計からまとめた課題について、今後
地区にどのように伝えていくか、同じ作見地
区ブランチのいらっせ松が丘と包括職員とで
検討し、実施する。

・相談の共有の為、ミーティンノートに相談
票を挟むことは継続している。相談票への書
き込みは定着しておらず、職員間で直接、質
問し確認し合っている。月１回のミーティン
グが新型コロナウイルス感染拡大防止にて中
止しているため、朝礼での情報共有を行って
いる。検討事項は２，３名の職員で話し合っ
ている。　　　　　　　　　　　　　・課題
整理をどのように行っていくかを同地区い
らっせ松が丘と相談していくことになる。

・相談の共有方法は１０月の取り組み方を継
続している。
・相談集計からまとめた課題については作見
地区同ブランチ,いらっせ松が丘と包括職員
で現在、課題整理中である。
どのように課題を町の方に伝えていくか検討
中である。

・地域の状況を共有する場は持てなかったがい
つでも連絡、相談できる関係を築いておくこと
が今は大切であると思われる。
・相談集計による課題は整理中かつ課題の伝達
方法は検討中であるので結果に期待する。

①作見地区の現状を職員に伝えていくことで、地区
の生活状況の理解につなげていく。
②相談票はミーティングノートに挟むことで共有を
継続していくが、運営推進会議で使用されるブラン
チ活動報告を職員にも回覧し、報告書に記載の初期
相談のニーズを確認しあう。

介護事業者・医療機関・
民生委員・ボランティア
等の関係者とのネット
ワーク（地域社会との連
携及び専門職との連携）
構築の方針

・新規民生委員の方々や各町の老人会の方々
に顔を覚えてもらい、関係を築いていく。具
体的には、地域ケア会議（運営推進会議に兼
ねる）に職員が順番に参加し、参加される民
生委員の方々と顔合わせしていく。
・ブランチさくみの軒下マップを職員で作
り、自分たちがかかわっている場所、人を見
える化する。

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、運営
推進会議は集まりの場を持たず、民生委員等
の方々には書面で相談状況の確認を行って頂
いている。小規模などの日常業務の中で民生
委員の方と話をする機会があった際、新規の
民生委員の方には、自事業者がブランチ業務
を行っていることなどの説明を行い、今後の
連携につながるように努めている。

・新規民生委員の方と顔を合わす機会である
自事業所の運営推進会議は、新型コロナウイ
ルス感染拡大予防の為に開催中止となり、民
生委員等の方々には書面で相談状況の確認を
引き続き行って頂いてる。
１２月には感染対策を行って運営推進会議を
開催し、新規民生委員との顔を合わせやブラ
ンチの進捗状況を報告した。
・ブランチで関わっている方や小規模さくみ
をご利用している方を通して新民生委員の方
とも連絡を取れるようになった。

・相談しやすい関係を継続する為の取り組みを
今後も継続していくことを期待する。
・コロナ禍で運営推進会議の開催数は少ない
が、それでもその間、ブランチさくみといらっ
せ松が丘の会議に出席する民生委員は特にブラ
ンチ業務は理解してるが、これを除く一部の新
規民生委員はブランチ業務に触れる機会が少な
い事から意識が希薄と思う。会議出席者（人
選）を決める、民生委員側の対応に課題がある
と考えます。

①同地区松が丘ブランチ、包括地区担当者と作見地
区の課題整理を毎月行っており、その話し合いを継
続して作見地区の現状・課題を整理し、整理したも
のを職員に伝え、職員皆で作見地区の現状について
考えていく。
②作見地区の現状を整理したデータ等を活用し、ま
ず民生委員、まちづくり会長に作見地区の現状を伝
え、課題等を考えてもらい、自分たちのこととして
捉えてもらい、地域住民を主体とした改善策を話し
合っていく場を年に１回設定する。
③新型コロナ感染状況を確認し地域おたっしゃサー
クル・サロンに訪問の了解を得ながら、今後も地域
おたっしゃサークル・サロンに参加し、各町の特性
や良い点、不便な点を聞き、まちの課題を拾い上げ
ていく。

平成２８年１０月

項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

意　見 今回の改善計画
10月 3月

地域包括ケアシステムの
構築方針

・地域おたっしゃサークル・サロンへの参加
は継続する。参加した際に各町の特性や良い
点、不便な点をお聞きし、課題を拾い上げて
いく。
・市が実施している健幸ポイント、ボラン
ティアポイントを町のサークル等に説明し、
生活習慣病予防、健康の維持や介護予防のひ
とつとして活用してもらう。そのためにも内
部研修で内容を理解していく。

・新型コロナウイルス感染拡大の為、地域お
たっしゃサークル・サロンへの参加が難しい
状況。又、地域おたっしゃサークル・サロン
の活動を中止しているも町ある。感染拡大状
況が少し収まった６月にはグランドゴルフを
再開していると聞いた町の集まりの場に機会
を作って顔を出すことが出来た。
・市が推奨している健幸ポイントの内部研修
を行う為に、主担当者が健康課にて改めて健
幸ポイントについての話を聞いてきた。健幸
ポイントの内部研修は７月を予定していたが
地域おたっしゃサークル・サロンへ出向く機
会が作れなくなったことから、研修としてで
はなく、朝礼の場で情報として共有した。

・市が行った『新型コロナウイルス感染対策
向上研修会』に市民の方と一緒に参加出来
た。研修を元に、新型コロナウイルス感染予
防の為の”八重の盾”（感染対策予防講座）
を作見地区の地域おたっしゃサークル・サロ
ンに対し開催ができるよう手配し、実際開催
した。町によっては地域おたっしゃサーク
ル・サロンの再開に慎重な所もあり、連絡を
取り合い各地域おたっしゃサークル・サロン
の方針に従った。
・地域おたっしゃサークル・サロンを再開し
ている町もあるが自事業所の感染予防もある
ため、地域おたっしゃサークル・サロンへの
必要以上の参加が難しかった。

・年度当初から全世界中が未知の新型コロナウ
イルスの感染の脅威にさらされ、これまでのよ
うな人の活動がほとんどストップしてしまっ
た。貴事業所（介護施設）自身が特にコロナ感
染防御には徹底した注意が必要で、そんな中で
各地域おたっしゃサークル・サロンも活動自粛
する所が多く、当然参加が難しいのは理解でき
る。
今は内部研修で琢磨し、コロナ禍が明けたら、
本来の活動に専念出来るよう期待する。
・withコロナの生活が今後も続くと思われる。
このような状況の中で、何が出来るか、何が出
来ないかを考え、出来ることを重点をおいて、
取り組むことが今は大事であると思われる。

令和２年度　加賀市ブランチ評価　統括表

ブランチ名 作見地区高齢者こころまちセンター小規模多機能ハウスさくみ

目指す姿

一人一人がつながり　もしもの時にも備えておける地区

施設管理者 横倉　ゆか

事業責任者 菅谷　由美子

ブランチ設置年月
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項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

意　見 今回の改善計画
10月 3月

4

5

①昨年の相談者から住民が行ける場がないかとあ
り、地域おたっしゃサークルやサロン、地区のクラ
ブや教室の情報を集め、一覧表を作成し、住民に返
す場を年に１回設定する。
②地域おたっしゃサークル・サロン、地区のクラブ
や教室を一覧表にする際、各代表に記載の了承を得
ることで、それぞれのクラブや教室との新たなつな
がりを作り、必要時、地域の情報をブランチに返し
てもらう仕組みを作る。

介護予防に係るケアマネ
ジメント（第１号介護予
防支援事業等）の実施方
針

・初回・継続相談の際やサークルや周知活動
の際に「作見地区高齢者こころまちセンター
さくみ」として、ご本人やご相談者が気軽に
安心して相談できるよう面接技術を生かして
対応する。
・周知活動に行ったことがない地区のクラブ
活動の場を調べ、ブランチの周知活動を行っ
ていく。
・地域おたっしゃサークルとの関係力を高め
るため、今年度も全職員が年間計画に沿って
参加し、地域情報やニーズを把握する。

・主担当者以外の職員も訪問しているチェッ
クリスト訪問は面接技術を活かす場になって
いるが新型コロナウイルス感染拡大予防のた
め、固定の職員とした。
・相談対応に関する復習の勉強会を少人数制
で行った。
・地域おたっしゃサークル・サロンやクラブ
活動の場の調査は感染拡大状況を確認し感染
防止対策を行いながら今後調べる。
・地域おたっしゃサークル・サロンには、中
止や自粛、感染拡大防止の為、参加出来てい
ない。

・新規相談、継続訪問を主担当者と主担当者
以外の職員とで訪問し、面接技術の研修を活
かしながら相談を受けることが出来た。
・新型コロナウイルスの感染状況から作見地
区で行っているクラブ活動の調査を行ってい
ない。
・新型コロナウイルス感染拡大防止の為、地
域おたっしゃサークル・サロンへの参加は必
要以上には行わず、コロナ感染予防、熱中症
予防、フレイル予防の”八重の盾”の講座の
みの参加となった。

・上半期はコロナ感染拡大防止のため、主担当
者以外職員の面接技術向上の機会の場を失った
などの結果はやむを得ないが実務を固定職員で
対応しており問題ない。下半期で主担当者以外
の職員が研修を活かした相談を実務出来たこと
は評価する。
・各地域おたっしゃサークル・サロンでは“八
重の盾”講座の内容は関心事で皆、興味を持っ
て聴講し、ブランチが果たした役割は大きい。
・地区のサークル活動等は介護予防にもつなが
ることなので、今後も把握することに努力し、
相談対応等に役立ててもらえればと思う。

①主担当者以外の職員も、初期相談やアセスメン
ト、書類作成などの業務に個々が対応していけるよ
うにする。
②基幹型包括の地区担当からの電話対応や相談者と
の連絡、アセスメントやサービス利用等の手続きの
仕方等より細かな業務に、主担当職員が補佐しなが
ら担当職員が相談業務にかかわる機会を増やしてい
く。担当職員が相談業務に慣れ覚えていくことで相
談窓口としての対応力の向上につなげていく。

地域福祉コーディネート
業務について

・社会資源マップを活用しやすくするため
に、地図内に項目別に色分けしたシールを
貼っていく。
・書面化した情報をより活用しやすいよう
に、さらに情報を聞いた際に更新しやすいよ
うに項目別にファイリングしていく。
・ブランチさくみとして繋がりある方（見え
る化した軒下マップ）との関係が途切れない
ように集まりの場にブランチさくみとして今
後も出向いていく。

・資源マップ作成の仕方を変更し、さくみの
軒下マップを作成した。ブランチ、小規模、
共有と分類し、今後も変更や増やしていける
ようになっている。
・収集した地域資源や情報を整理し、項目別
にファイリングして情報ファイルを作成し
た。　　　　　　　　・集まりの場に顔を出
す機会が作れた際には、新型コロナ感染状況
に応じた上で感染対策をしっかり行いながら
出向き、自事業所だけでなく包括にも感染対
策の確認を行っている。

・新型コロナウイルス感染拡大予防の為、集
まりの場には感染対策を行い”八重の盾”の
講座で出向く以外は、必要以上にサークル・
サロンの参加は控えた。しかし、サークル会
長などかかわりのある方を見かけた際は声を
かけ、情報交換や情報共有を行った。
・資源マップの情報の更新や追記は継続し、
誰もが分かるようにカテゴリー分けなどの見
やすさなどの案も検討を続ける。

・コロナ禍の事情も考慮すれば、業務取り込み
状況は誠実で努力していると評価したい。
・マップの工夫がなされているのを感じた。今
後も継続し取り組んでほしい。
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1

2

3

4

住み慣れた地域で安心して暮らせるように
「助け合える関係性・自分自身の健康づくり・場所とのつながり」を作り
「一人一人がつながり、もしもの時にも備えておける地域」となる

作見地区高齢者こころまちセンター　小規模多機能ホームいらっせ松が丘

村上　弘樹

小林　百合江

平成28年9月

前回の改善計画に対する取り組み・経緯

10月 3月
意　見 今回の改善計画

・ブランチ活動の情報の共有はミーティング
と連絡ノートで行っている。
・９月までサロン等へ参加は出来なかった。
１０月はおたっしゃ会のみ参加できた。１１
月以降参加していきたい。
・作見地区の広報紙へのブランチの紹介を載
せてもらう事はできなかった。

・運営推進会議を実施できず、意見を頂くこ
とができなかった。

令和２年度　加賀市ブランチ評価　統括表

目指す姿

ブランチ名

施設管理者

事業責任者

ブランチ設置年月

①ブランチの動きや活動内容はタイムリーに
情報を共有する（継続）
②作見地区の広報誌に年に１回ブランチ活動
の具体的な紹介を載せてもらう。（さくみブ
ランチと協力して：継続）
③全職員がサロンの内容を理解して、利用対
象になりそうな方に説明できるようにする事
と、地域の方がブランチに気軽に相談できる
ようになったり、地域の情報を得くするため
に、地区の方と顔の見える関係になるようサ
ロンへの参加を続ける。職員会議で次月のサ
ロンの日時と参加職員を決める。

・事業所に来てくれる３名のボランティアか
らこの地区のボランティア団体の情報を得
る。
・年に２回、軒下マップの意味や必要性の理
解を広げるために、まずは、小規模の利用者
のケースで事例検討を行う。その際、中堅研
修を修了した職員が中心になって行う。
・軒下マップ（目的、活かし方など）の勉強
会を行う。

・中堅研修修了者は、おたっしゃ会、松が丘
いきいきサロン、やおき健康クラブ、ふれあ
いいきいきサロン、作見地区元気はつらつ塾
に月に１回は参加し、どのような事を行って
いるか理解し、相談時に説明できるようにす
る。
・参加できていない職員には、事業所内の勉
強会でサロンの内容を説明する。

・地区のサロンには１０月に1回のみの参加
だった。11月以降にサロンに参加して、世話
焼きさんや参加者の情報を得るよう努力す
る。地区会館等に掲示してある情報を得る事
も同様。
・相談内容の分析は年度末に行う。

・運営推進会議を実施できず、意見を頂くこ
とができなかった。

①ブランチ活動や地域福祉コーディネート業
務で出会った方の軒下マップを見返し、地域
の資源やブランチの応援団になってくれそう
な方や世話焼きさんを把握する。
②作見地区の相談内容の分析の話し合いを継
続し、地域の課題を一緒に考えてもらう仲間
を増やす為に、住民に相談の分析結果を年に
１回報告する。
③サロン毎でノートの作成を行う。

・新型コロナウイルスの影響でボランティア
の方に来て頂けなかった。
・軒下マップは管理者から個別には指導をし
た。勉強会は11月以降に実施する。

・運営推進会議を実施できず、意見を頂くこ
とができなかった。

①個別地域ケア会議は、基幹型職員と協力し
て開催する。
②地区単位地域ケア会議の開催に向けて、こ
れまでの相談内容から地区の課題を整理し、
どのようにさくみブランチと一緒に開催する
か考える。
③軒下マップの意味や必要性を理解するため
の勉強会を継続して行う。

・サロン等への参加は出来なかった。11月以
降に参加し、サロンの説明ができるようにす
る。

・運営推進会議を実施できず、意見を頂くこ
とができなかった。

①事業責任者以外の職員も、各サロンにや元
気はつらつ塾に１回は参加して、実際にどの
ような事を行っているのか理解し、ブランチ
の訪問時の必要な方に説明できるようにす
る。

・ブランチ活動の情報の共有はミーティング
と連絡ノートで行っている。（継続）
・作見地区広報に作見松が丘のブランチの紹
介を載せてもらった。

・世話焼きさんの情報は得られなかった。地
区会館や町民会館に掲示してある情報は少し
把握できた。
・松が丘の相談内容や傾向を把握し、地区の
課題を把握した。

・引き続きボランティアの方に来てもらう事
はできなかった。
・軒下マップの勉強会は今後も継続が必要。

・管理者以外の職員がサロンに参加する事は
できなかった。各サロンの実施内容は管理者
から説明した。

項　目 前回の改善計画

地域包括ケアシステムの
構築方針

区域ごとのニーズに応じ
て重点的に行うべき業務
の方針

介護事業者・医療機関・
民生委員・ボランティア
等の関係者とのネット
ワーク（地域社会との連
携及び専門職との連携）
構築の方針

介護予防に係るケアマネ
ジメント（第１号介護予
防支援事業等）の実施方
針

・当日のブランチ活動の内容を夕方と翌日の
朝のミーティングで説明する。職員の連絡
ノートにも記載し、職員間で共有する。
・サロンへの定期的な参加を続ける。そのた
めにサロンに行く日や職員をシフトに組み込
む。
・作見地区の広報に年に１回ブランチ活動の
具体的な紹介を載せてもらう。（さくみブラ
ンチと協力して）

・地区のサロンに参加した時に世話焼きさんの情
報を得る。
・サロンやサークルへ顔を出した時に、会館に掲
示してあるチラシから町の情報を得る。また、そ
のチラシを集める。チラシの内容をきっかけに、
地域の方と話をして、町の情報を得る。
・サロン毎に記録するノートを作成する。その
ノートのどのような内容を記録するか項目を整理
する。そのノートを年に２回確認する。
・相談内容の分析を継続し、年に１回地域ケア会
議で住民に報告し、意見をもらう。
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前回の改善計画に対する取り組み・経緯

10月 3月
意　見 今回の改善計画項　目 前回の改善計画

5

・新しい資源が見つかった際、資源マップの
更新は行った。今後も見直し追加をしてい
く。

・資源マップの更新はできていない。11月以
降に更新する。

・運営推進会議を実施できず、意見を頂くこ
とができなかった。

①地区の資源や世話焼きさんと出会ったら、
その都度、資源マップに追記し、さくみブラ
ンチにも情報を提供する。
②地域の方々がこころまちセンターやブラン
チに早めにつながるようにするにはどうすれ
ばいいか、過去の相談内容の分析結果を基幹
型包括職員とさくみブランチと一緒に毎月、
定期的に集まりまとめていき、住民に返す場
を年に１回は作っていく。

・さくみブランチと協力して、作見地区の資
源マップを半年に１回更新する。新しい資源
が見つかれば、随時付け加えていく。

地域福祉コーディネート
業務について
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1

2

3

4

介護予防に係るケアマネ
ジメント（第１号介護予
防支援事業等）の実施方
針

・各町（訪問、サークルなど）へ出向いて得
た社会資源情報（魅力、自主サークル活動
等）を地区広報に掲載し、高齢者へ情報が届
くようにする。

・４月～９月は、サークル・サロンへ出向く
ことがほとんどできず、顔を出すのみとなっ
た。繋がりが途切れない様に電話連絡を継続
していた。１０月地域住民と一緒に参加でき
る研修が開催されることをきっかけに連絡す
ることも増え、１１月感染予防勉強会の開催
に向けて打ち合わせを行っている。
・地区の広報誌はできていないが、今回勉強
会について情報提供する予定

・10月ぐずの会・さわやかサークルの代表の
方々と研修会に参加し、感染予防について一
緒に学ぶことができた。また、勉強した内容
を踏まえて、11月サロン・サークルにて勉強
会を開催した。勉強会では、手指消毒のやり
方やマスクの着用などの確認を行い、教えて
もらって良かったという声を多く聞くことが
できた。
・動橋地区社協の方のご厚意により、地区社
協だよりに地域交流室ひまわりサロンについ
て掲載していただいた。今後は、実際の取り
組みについて掲載できると良い

・動橋のおたっしゃサークルが今年度で中止
となる。このままで何もしないでも良いか？
と感じているが、世話役はできない
・おちゃやがコロナの状況で中止していて、
行く場所がないと聞いている
・コロナの状況で制限されていることが多く
取り組みなどができない

①元気はつらつ塾事業所の方と連携し、参加
されている方々の情報交換を行うとともに、
新規相談やモニタリングの際、必要な方には
つらつ塾参加を紹介出来るようにしていく。
②喜楽会（動橋老人会）や地域おたっしゃ
サークル（さわやか・サロンおちゃや）など
が活動中止や休止となっており、高齢者の集
う場が少なくなっている現状から、集いの場
所が途絶えないように、新たなサロンの立ち
上げへの協力等後方支援を行う。

①軒下マップのスタッフ間での理解、活用を
していくために、まず、小規模の利用者の
サービス担当者会議の場面で、必ず軒下マッ
プを活用して、本人の暮らしの支援を考える
習慣にする

区域ごとのニーズに応じ
て重点的に行うべき業務
の方針

・町ごとに担当のスタッフを決め、各町（訪
問、サークルなど）へ出向き、町の情報や風
習、社会資源など情報を得る。得た情報は町
ごとのノートに記載する。
・相談のデータをまとめ、スタッフ間で地区
の特徴を共有する。データの結果を地域ケア
会議で町の人へ報告し、ニーズの把握をす
る。

・基本チェックリスト訪問と合わせて、町ご
とにスタッフ担当を決めた。民生委員の方の
担当地区と同じとした。現実担当者が訪問な
ど対応することは難しく、特定のスタッフが
対応することがまだ多い。町の情報について
もまとめること出来ていない。
・相談内容や傾向については、小規模の運営
推進会議の際に地域の方へ報告する機会をつ
くることができた。

・町ごとに担当スタッフを決めて、チェック
リスト訪問から開始したことで、意識して訪
問できるようになっている。一人で訪問等対
応難しい職員もいるので、同行訪問の回数を
重ね独り立ちできるようにしていきたい。
・地区の情報収集したり、情報をまとめたり
することは、出来ず訪問し知り得た情報につ
いては、その場の職員で共有したり、ミー
ティングで話するまでで留まっている。新規
相談のデーターから地区の傾向などを確認す
る機会があった。

・ブランチ（事業所）のことを知らないとい
う人もいるだろう。
・動橋町以外のことは、自分達も知らないこ
とも多い。住んでいる区中心になる
・推進会議のメンバーが、動橋地区の住民が
多いので情報交換できて良い
・回覧板で周知する機会があると良い。年2
回程毎年回覧し、実際興味があって意識して
見る時は、自分の身近に相談したい出来事が
あった時だと思う。

①事業所内でのミーティングでどのような相
談があるか、どのようなキーワードがでてく
るかを相談票から確認し、社会資源マップの
更新を行う。
②町ごとに資源マップを修正し、知り得た情
報を随時追加していく。特に中島町の資源
マップを作成していく。

介護事業者・医療機関・
民生委員・ボランティア
等の関係者とのネット
ワーク（地域社会との連
携及び専門職との連携）
構築の方針

・軒下マップのスタッフ間での理解、活用を
していくために、まず、小規模の利用者の
サービス担当者会議の場面で、必ず軒下マッ
プを活用して、本人の暮らしの支援を考える
習慣にする。

小規模の新規利用者２名が、ブランチからの
関わりのある方であり、軒下マップの理解を
深める機会としミーティングにて話する時間
を設けた。以前の暮らしから本人の暮らしの
支援を考える機会とした。

ミーティング時に小規模の利用者の軒下マッ
プの記入から、職員各々が他スタッフに確認
しながら記入するなど、理解を深める機会と
できた。社会資源の繋がりや途切れていると
ころへのアプローチをできるように軒下マッ
プを活用していく。

・軒下マップはその方に関わっている人など
つながりが見れると感じている。活用できる
と良い
・自分たちが知っている情報を提供したい

①事業所内部研修に、ブランチ活動をテーマ
とする勉強会の開催を年に1回は計画に入
れ、事業責任者が中心となり実施できるよう
にする。事業責任者と前年度ブランチ勉強会
参加職員が、チェックリスト訪問へ出向く機
会を増やしていく。

平成27年9月

項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

意　見 今回の改善計画
10月 3月

地域包括ケアシステムの
構築方針

・ブランチ責任者交代にあわせて、スタッフ
全員と事業責任者と一緒に地域包括システム
の理解を深める勉強会する（年1回）
・勉強会の後、10月までに地域包括ケアシス
テムの重要性について、地域の方と一緒に考
えたり、学んだりする機会ができるよう計画
作成し、計画に沿って実行する。
・民生委員及び地区社会福祉協議会とブラン
チのつながりが強いので、この関係から地域
ケア会議を開催する。

・勉強会開催に向けて、地域包括システムに
ついての動画を事業責任者が確認し、理解す
る機会とした。理解した内容をスタッフへ伝
える機会として勉強会を企画していたが、実
現には至らず、再度検討しブランチ勉強会に
参加後、開催することとなった（２月）
・民生員定例会への出席が出来ない月もあっ
たが、直接相談が入ることもあり関係性は継
続できている。１２月の定例会は予定どおり
開催されるため、コロナ禍での活動など情報
交換を予定している。

・ブランチ勉強会に合わせて、事業所内で勉
強会を開催する予定となっていたが、1月理
解編が延期となり、研修も3月に延期した。3
月に2名研修参加でき、伝達研修と合わせて
実施できた。
・8期介護保険事業計画も合わせて伝達し
た。
・民生委員定例会の出席は、継続して出席さ
せていただいており、民生委員の方々と情報
交換がしやすくなっている。担当地区の方の
状態など確認されることもあった。
・小規模の事業所評価の際には、ブランチの
周知として、回覧板を回すことなど提案があ
り、来年度実現できるように計画したいと考
えている

・民生委員の連絡会には、動橋地区会館開催
時出席して下さっている。情報交換できてい
ると思う
・身近に相談窓口があることで、相談しやす
い。
・コロナの状況で、地区社協の活動も中心に
なることが多く、参加お願いできなかった。

令和2年度　加賀市ブランチ評価　統括表

ブランチ名 動橋地区高齢者こころまちセンター　動橋ひまわりの家

目指す姿

　地域住民同士が助け合えるまちづくり。
　地域住民→動橋地区（ご近所・サークルやサロン仲間・友人・預金講含む）+小規模多機能ひまわりの家
　助け合う→互助の精神・持ちつ持たれつ・助け合い組織・自治体や各関係機関の助け合い

施設管理者 庄司　美樹子

事業責任者 小谷　一夫

ブランチ設置年月
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項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

意　見 今回の改善計画
10月 3月

5

①男性の集いの場を求める声もあり、個々の
相談者のニーズから集いの場の検討や、ひま
わりサロンや畑の活用を考え、地域の方にア
プローチしていく。
②地域の方と話す機会として、小規模運営推
進会議で議題にあげ、地域住民の方と地区の
社会資源について情報交換をする機会を年に
は１回は持ち、社会資源をつなげるアイデア
を出し合う。

地域福祉コーディネート
業務について

・地域住民の方と地区の社会資源について情
報交換をする機会をもつ（小規模運営推進会
議や地域交流室の活用など）。
・情報を日報に記載し、資源マップに追記し
新しく、更新する。

・６月サロンひまわりの開所式・内見会にて
地域の方々にサロンの活用についてなどのア
ンケイートを実施した。アンケート結果か
ら、小規模の推進会議にて話あう機会を設け
ることが出来た。活用案をうかがうことが出
来たが、実際の活動については決まっていな
い。
・スタッフの日報記入を定期的に声かけ、意
識してもらっている。少しは記入が増えた。

・運営推進会議が中止になるなど、思うよう
に地域の方々と話合う機会が持てない状況が
続いたが、12月運営推進会議を開催でき、地
域の方々よりブランチの周知について回覧板
の提案を頂いた。具体的な方法については、
次年度検討となっている。
・新規相談一覧表から相談の傾向について事
業責任者と管理者で話をしたり、ブランチ開
設当初からのコーディネート業務の振り返り
を前任者とまとめ、話したりと話し合いの中
での気づきを得られた。

・男性が参加できる活動があると良い
・サロンひまわりを活用して何かできると良
いと思う
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1

2

3

4

介護予防に係るケアマネ
ジメント（第１号介護予
防支援事業等）の実施方
針

・分校町以外の行事やサロンへの参加ができ
るよう各町のサロンなどの日時を確認し、職
員が参加する。参加することで、その町のお
店、世話焼きさん、町としての困りごと等の
情報を得る。参加したら、日報（ノート）に
記載する。

・コロナの影響で行事やサロンが中止・休止
となり参加することができなかった。10月か
ら再開したサロンに順次参加し世話役の方達
から情報を得ることができた。参加後は事業
所内で情報をノートに記載し職員間で共有し
ている。共有することで地域に目を向けるよ
うになった職員が増えた。

・コロナの影響で地域の行事はほぼ中止と
なったが、休止していたサロンが再開したこ
ともあり出向いたサロンでは世話役や参加者
から情報を得ることができた。年末年始にか
けて各町のサロンにまんべんなく参加するこ
とができたがトータルでは参加に偏りがあっ
た。
・情報ノートの活用による情報共有も継続で
きている。管理者以外の職員のサロン参加は
殆どできなかったが民生委員定例会へは管理
者以外の職員の参加は勤務調整で出来るよう
になった。

・ブランチ職員が出向きサロンに参加するの
は、町によって差があるのは良くない。分校
町以外のサロンの参加が増えるといいと思
う。

①参加頻度が低いサロンへ出向けるよう勤務
体系を調整する。民生委員定例会への参加を
続け関係性を築くことで、サロンの世話役や
民生委員から相談をつないでもらえる体制が
整えられるよう取り組み、年度末にはどう
いった状況だったかを住民に返す場を設けて
いく。

①毎月の職員会議の時間に軒下マップについ
ての勉強する時間を設け実践する。軒下マッ
プは作成したら終わりではなく、必要に応じ
てマップに出てくる社会資源と連携しニーズ
や課題の把握に取り組む。
②婦人会の会合に年に１回は出向き、分校地
区高齢者こころまちセンターの機能を説明し
介護を抱えこまないように相談先を伝える。
③ブランチ勉強会や面接技術にまだ参加した
ことのない職員が参加し、ブランチチームと
して体制を整える。全員ではなくても３～４
人を基軸に相談内容を全員で共有していくよ
う取り組む。

区域ごとのニーズに応じ
て重点的に行うべき業務
の方針

・町の情報から地域のニーズや社会資源の整
理分類する。
・相談からのデータを地域ケア会議で伝え、
住民とともに意見交換し、地域のニーズや課
題を把握し、取り組む。

・地域のニーズや社会資源の整理分類につい
ては、新たな情報を得た際には地域の軒下
マップで整理分類している。
・地域ケア会議は行っていないが、運営推進
会議や民生委員定例会で相談からのデータを
報告し意見交換しニーズや課題の把握に努め
ている。

・コロナの影響で地域の情報を得にくい状況
の時期があったが、得られた情報はその都度
地域資源マップで整理し全職員に周知するよ
うに務めた。地域ケア会議は開催してない
が、これまでの相談からのデータを区長会や
元気はつらつ塾立ち上げの説明会で報告し地
域のニーズや課題の把握や意見交換を行うこ
とができた。

・民生委員定例会で気になる人のことや地域
のことについて情報交換できるので良いと思
う。これからも機会があれば相談からので
データを教えてもらいたい。

①運営推進会議にこれまでの参加者以外の方
に参加を依頼し地域のニーズや実情の把握に
取り組む。
②分校地区の特徴を整理し課題の整理出しを
行い、前もって基幹職員と整理し各町に返す
事ができるよう年に３回話し合いの場を設け
ていく。

介護事業者・医療機関・
民生委員・ボランティア
等の関係者とのネット
ワーク（地域社会との連
携及び専門職との連携）
構築の方針

・ミィーティングで軒下マップの勉強会を年
に２回する。
・まずは、小規模利用者のサービス担当者会
議で軒下マップを使って考える。

・軒下マップについてミーティングの場での
勉強会はまだ出来ていない。２～３人の職員
には個別に説明したが、理解できるまでには
至ってないと思われる。
・利用者の退院前のカンファレンスを兼ねた
担当者会議で軒下マップを活用した、各機関
や地域との関係が容易に把握できた。

ミーティングの場での軒下マップの勉強会は
行えていないが、個別での説明の継続やブラ
ンチ勉強会「理解偏」参加することで理解は
高まっていると思われる。

・婦人会にも参加して繋がりを持ってみては
どうか。挨拶だけでなく、例えば婦人会の会
合でこれまでの数字や実績を伝えることで若
い世代と連携しやすくなると思う。

①地区の広報で元気はつらつ塾開設に向けた
活動や分校地区高齢者こころまちセンター
（相談窓口）を継続して載せてもらい周知す
る。分校町以外の３区長、事務員との関りが
あまり持てなかったので活動報告書を用いて
活動内容や運営推進会議の内容を伝えてい
く。

平成29年10月

項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

意　見 今回の改善計画
10月 3月

地域包括ケアシステムの
構築方針

・区長事務所や公民館の事務員に出向き、若
い世代からみた高齢者の課題をリサーチす
る。
・地区広報などにブランチの活動の周知をす
る。（具体的な事例紹介や、地域の魅力など
掲載する）

・各町の公民館へ出向いた時には区長や事務
員との話の中から地区の高齢者の課題につい
てのリサーチは行っているがまだ不十分と思
われる。
・地区広報での活動内容の周知はまだ行えて
いない。
・運営推進会議でこれまでの活動で得た地域
の課題を参加者に伝えることができた。

・コロナの影響もありサロンが休止になった
り地区の行事が中止になったりしたため、公
民館に出向く機会が少なかったが、出向いた
時には区長や事務員に話を聞き課題について
の情報収集に務める事はできた。
・地区広報での周知活動は行えなかった。

・コロナだから集まり事は何でもかんでも良
くないという風潮は弱まってきており、しっ
かりと消毒やマスクといった感染予防策をと
り少人数で集まる事で高齢者が地域に出向き
本人の暮らしを継続する事ができると思う。
そういった事例ができればよいと思う。

令和２年度　加賀市ブランチ評価　統括表

ブランチ名 分校地区高齢者こころまちセンター　小規模多機能ホームいらっせ分校

目指す姿

いつでも気軽に相談できる町

施設管理者 村井　英樹

事業責任者 内村　好美

ブランチ設置年月
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項　目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取り組み・経緯

意　見 今回の改善計画
10月 3月

5

①元気はつらつ塾立ち上げに向け、分校ブラ
ンチとして元気はつらつ塾の事業内容等につ
いて職員が理解し今後の相談業務に活かせら
れるよう事業所内で勉強会を年に２回行う。

地域福祉コーディネート
業務について

・地域型はつらつ塾の立ち上げについて、地
区データや相談事例から実態をまとめ、地域
ケア会議に諮り意見をもらう。その上で、立
ち上げについて、地域の方と計画する。

・元気はつらつ塾について、立ち上げへ向け
た具体的な計画はまだ出来ていないが、昨年
度からの相談事例から実態をまとめ運営推進
会議で報告し意見をもららった。分校町の参
加者(民生委員)から町の会合でも話をしても
らえることになった。民生委員定例会でも報
告し意見をもらい実態の情報交換ができた。

・元気はつらつ塾立ち上げに向け12月の区長
会で地区会館館長、各町の区長への説明を経
て１月には各区長、区長代理、民生委員、ま
ちづくり推進協議会メンバー、高齢者サロン
リーダーとの会合の場で地区の相談事例や地
区の現状を伝え立ち上げの合意を得ることが
できた。

・元気はつらつ塾をする事業所の公募等、動
きがあれば伝えてほしい。元気はつらつ立ち
上げの説明会で話しを聞きこの地区にもその
ような場があってもよいと思った。
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